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   対馬市告示第120号 

    平成28年第１回対馬市議会定例会を次のとおり招集する 

       平成28年２月22日 

                               対馬市長 財部 能成 

   １ 期 日  平成28年３月３日（木） 

   ２ 場 所  対馬市議会議場 

 

   ○開会日に応招した議員 

春田 新一君          小島 德重君 

入江 有紀君          船越 洋一君 

渕上  清君          脇本 啓喜君 

黒田 昭雄君          小田 昭人君 

長  信義君          上野洋次郎君 

初村 久藏君          大浦 孝司君 

小川 廣康君          大部 初幸君 

兵頭  栄君          作元 義文君 

山本 輝昭君          堀江 政武君 

 

   ○３月４日に応招した議員 

 

 

   ○３月14日に応招した議員 

 

 

   ○３月18日に応招した議員 

 

 

   ○３月３日に応招しなかった議員 

波田 政和君          齋藤 久光君 

 

   ○３月14日に応招しなかった議員 

脇本 啓喜君                 
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平成28年 第１回 対 馬 市 議 会 定 例 会 会 議 録（第１日） 

                           平成28年３月３日（木曜日） 

 

議事日程（第１号） 

                       平成28年３月３日 午前10時04分開会 

    日程第１ 会議録署名議員の指名 

    日程第２ 会期の決定 

    日程第３ 常任委員の所属変更 

    日程第４ 議会運営委員の選任 

    日程第５ 議長の諸般報告 

    日程第６ 市長の行政報告 

    日程第７ 市長の施政方針説明 

    日程第８ 産業建設常任委員会の閉会中の所管事務調査報告 

    日程第９ 国境離島活性化対策特別委員会の閉会中の調査報告 

    日程第10 議会改革特別委員会の閉会中の調査報告 

    日程第11 いづはら病院跡利用調査特別委員会の閉会中の調査報告  

    日程第12 長崎県病院企業団議会議員の報告  

    日程第13 長崎県後期高齢者医療広域連合議会議員の報告  

    日程第14 承認第１号 専決処分の承認を求めることについて（平成２７年度対馬

市一般会計補正予算（第５号）） 

    日程第15 承認第２号 専決処分の承認を求めることについて（平成２７年度対馬

市簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）） 

    日程第16 承認第３号 専決処分の承認を求めることについて（平成２７年度対馬

市水道事業会計補正予算（第３号）） 

    日程第17 議案第１号 平成２７年度対馬市一般会計補正予算（第６号） 

    日程第18 議案第２号 平成２７年度対馬市診療所特別会計補正予算（第３号） 

    日程第19 議案第３号 平成２７年度対馬市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

    日程第20 議案第４号 平成２７年度対馬市後期高齢者医療特別会計補正予算（第

２号） 

    日程第21 議案第５号 平成２７年度対馬市介護保険特別会計補正予算（第２号） 

    日程第22 議案第６号 平成２７年度対馬市旅客定期航路事業特別会計補正予算（第
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２号） 

    日程第23 議案第７号 平成２７年度対馬市簡易水道事業特別会計補正予算（第

５号） 

    日程第24 議案第８号 平成２７年度対馬市水道事業会計補正予算（第４号） 

    日程第25 議案第９号 平成２８年度対馬市一般会計予算 

 

本日の会議に付した事件 

    日程第１ 会議録署名議員の指名 

    日程第２ 会期の決定 

    日程第３ 常任委員の所属変更 

    日程第４ 議会運営委員の選任 

    日程第５ 議長の諸般報告 

    日程第６ 市長の行政報告 

    日程第７ 市長の施政方針説明 

    日程第８ 産業建設常任委員会の閉会中の所管事務調査報告 

    日程第９ 国境離島活性化対策特別委員会の閉会中の調査報告 

    日程第10 議会改革特別委員会の閉会中の調査報告 

    日程第11 いづはら病院跡利用調査特別委員会の閉会中の調査報告  

    日程第12 長崎県病院企業団議会議員の報告  

    日程第13 長崎県後期高齢者医療広域連合議会議員の報告  

    日程第14 承認第１号 専決処分の承認を求めることについて（平成２７年度対馬

市一般会計補正予算（第５号）） 

    日程第15 承認第２号 専決処分の承認を求めることについて（平成２７年度対馬

市簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）） 

    日程第16 承認第３号 専決処分の承認を求めることについて（平成２７年度対馬

市水道事業会計補正予算（第３号）） 

    日程第17 議案第１号 平成２７年度対馬市一般会計補正予算（第６号） 

    日程第18 議案第２号 平成２７年度対馬市診療所特別会計補正予算（第３号） 

    日程第19 議案第３号 平成２７年度対馬市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

    日程第20 議案第４号 平成２７年度対馬市後期高齢者医療特別会計補正予算（第

２号） 

    日程第21 議案第５号 平成２７年度対馬市介護保険特別会計補正予算（第２号） 
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    日程第22 議案第６号 平成２７年度対馬市旅客定期航路事業特別会計補正予算（第

２号） 

    日程第23 議案第７号 平成２７年度対馬市簡易水道事業特別会計補正予算（第

５号） 

    日程第24 議案第８号 平成２７年度対馬市水道事業会計補正予算（第４号） 

    日程第25 議案第９号 平成２８年度対馬市一般会計予算 

 

出席議員（18名） 

１番 春田 新一君       ２番 小島 德重君 

３番 入江 有紀君       ４番 船越 洋一君 

５番 渕上  清君       ６番 脇本 啓喜君 

７番 黒田 昭雄君       ８番 小田 昭人君 

９番 長  信義君       11番 上野洋次郎君 

14番 初村 久藏君       15番 大浦 孝司君 

16番 小川 廣康君       17番 大部 初幸君 

18番 兵頭  栄君       19番 作元 義文君 

20番 山本 輝昭君       21番 堀江 政武君 

 

欠席議員（２名） 

10番 波田 政和君       12番 齋藤 久光君 

 

欠  員（１名） 

 

事務局出席職員職氏名 

局長      神宮 満也君  次長     糸瀬 美也君 

課長補佐    國分 幸和君  主任     洲河 直樹君 

 

説明のため出席した者の職氏名 

市長  財部 能成君 

教育長  梅野 正博君 

しまづくり戦略本部長  平山 秀樹君 

総務部長  桐谷 雅宣君 
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総務課長  有江 正光君 

総合政策部長  平間 壽郎君 

市民生活部長  俵  輝孝君 

福祉部長  仁位 孝良君 

保健部長  福井 順一君 

農林水産部長  阿比留勝也君 

建設部長  西村 圭司君 

水道局長  増田 敬一君 

教育部長  豊田  充君 

中対馬振興部長  多田 満國君 

上対馬振興部長  園田 俊盛君 

美津島行政サービスセンター所長  根メ 英夫君 

峰行政サービスセンター所長  三宅 一郎君 

上県行政サービスセンター所長  永野 清利君 

消防長  竹中 英文君 

会計管理者  阿比留 保君 

監査委員事務局長  松尾 龍典君 

農業委員会事務局長  春日亀剛一君 

 

午前10時04分開会 

○議長（堀江 政武君）  おはようございます。 

 報告します。波田政和君、齋藤久光君より欠席の届け出があっております。 

 次に、配付しております議案中、対馬市過疎地域自立促進計画書について、訂正の申し出があ

っております。上程前であり、議長がこれを許可しておりますので、了承願います。 

 なお、訂正作業は、昼食休憩中に行いますので、計画書を議席に置いて退席していただきます

ようお願いいたします。 

 また、議案ではございませんが、施政方針説明書に一部訂正があり、本日、配付しております

ものと差し替えの依頼があっておりますので、よろしくお願いをいたします。 

 会議に入ります前に、市民の皆様に対し、市議会を代表し、昨年暮れの議員の不祥事について、

全国的に大きく報道され、対馬市の名誉を著しく傷つけ議会としての信頼を損ねたことを、まず

もって、深くおわびを申し上げます。 

 今後は、市民の負託を受けた議会人として、二度とこのようなことのないよう、議会一丸とな
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って信頼回復に努めてまいることを、議員一同、申し合わせをしておりますので、何とぞ御理解

賜りますようよろしくお願いを申し上げます。 

 次に、大部初幸君から発言の申し出があっておりますので、これを許可します。大部初幸君は

登壇して発言してください。１７番、大部初幸君。 

○議員（１７番 大部 初幸君）  皆さん、おはようございます。このたびは、私と入江議員に関

する件で、対馬市民と対馬市議会の皆様に対し、大変な御迷惑と御不快の念をおかけすることと

なり、まことに申し訳ありませんでした。 

 私は、入江議員が言われているような行為はしておりません。しかしながら、私にも軽率な点

があり、それで、入江議員が事実を誇張し歪曲してマスコミに情報提供をし、全国放送されたこ

とで、対馬市の名誉やイメージが損なわれたことを考えると、じくじたる思いを禁じ得ません。 

 私は、本議会の議員として、５期目を務めさせていただいております。残された１年余りの任

期を誠心誠意全うし、これまでどおり、対馬市の発展のため尽力する覚悟であります。 

 このたびは、まことに申し訳ありませんでした。 

○議長（堀江 政武君）  ただいまから平成２８年第１回対馬市議会定例会を開会します。 

 定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（堀江 政武君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第８８条の規定によって、作元義文君及び春田新一君を指名しま

す。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２．会期の決定 

○議長（堀江 政武君）  日程第２、会期の決定を議題とします。 

 お諮りします。本定例会の会期は、お手元に配付しております会期日程案のとおり、本日から

３月１８日までの１６日間とすることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（堀江 政武君）  異議なしと認めます。会期は、本日から３月１８日までの１６日間に決

定しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第３．常任委員の所属変更 

○議長（堀江 政武君）  日程第３、常任委員の所属変更を議題とします。 

 配付のとおり、総務文教常任委員の船越洋一君から、厚生常任委員会に、厚生常任委員の大部



- 8 - 

初幸君及び渕上清君から、総務文教常任委員会に所属を変更したいとの申し出があっております。

また、厚生常任委員の入江有紀君から、産業建設常任委員会に、産業建設常任委員の初村久苻君

から、厚生常任委員会に所属を変更したいとの申し出があっております。 

 お諮りします。申し出のとおり常任委員会の所属を変更することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（堀江 政武君）  異議なしと認めます。したがって、申し出のとおり各常任委員会の所属

を変更することに決定しました。 

 なお、ただいまの所属変更により、厚生常任委員長が空席となります。また、総務文教常任副

委員長が欠けておりますので、これより、総務文教、厚生の各常任委員会は会議を開催し、正副

委員長を互選願います。 

 また、常任委員会終了後に議員控室において全員協議会を開催しますので、お集まりください。 

 暫時休憩します。 

午前10時07分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

〔常任委員会・全員協議会〕 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前10時19分再開 

○議長（堀江 政武君）  再開します。 

 厚生常任委員長に船越洋一君、総務文教常任副委員長に大部初幸君が選任されております。 

 以上、報告します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第４．議会運営委員の選任 

○議長（堀江 政武君）  日程第４、議会運営委員の選任を行います。 

 大部初幸君から議会運営委員の辞任願があり、これを許可しております。つきましては、委員

会条例第８条第１項の規定により、後任に船越洋一君を指名いたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第５．議長の諸般報告 

○議長（堀江 政武君）  日程第５、議長の諸般報告を行います。 

 先月２１日告示の市長選挙に小宮教義君が立候補したことにより、公職選挙法第９０条が適用

され、小宮教義君は議員としての資格を失っておりますので、報告します。なお、これにより議

席１３番が空席となりますが、議席の変更は行わず、１３番は欠番とします。 

 小宮氏におかれましては、長きにわたり市議会議員として対馬市の発展に貢献されてこられま
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した。この御功績に対し衷心より敬意と感謝の意を表しますとともに、今後ますますの御活躍を

祈念申し上げます。 

 その他、１２月定例会以降の議長の諸般報告は、お手元に配付のとおりであります。 

 以上で、報告を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第６．市長の行政報告 

○議長（堀江 政武君）  日程第６、市長の行政報告を行います。 

 市長から行政報告の申し出があっておりますので、これを許します。市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  おはようございます。 

 本日、ここに、平成２８年第１回対馬市議会定例会を招集いたしましたところ、議員の皆様に

は、御健勝にて出席賜り、衷心より御礼申し上げます。 

 初めに、２月２８日執行の対馬市長選挙の開票事務が、予定時刻から２０分遅れの開始となっ

たことについて、御報告とおわびを申し上げます。 

 午後６時の投票終了後、各投票所から開票会場であります「シャインドームみね」まで、投票

管理者、投票立会人及び投票事務従事の市職員３名により「投票函」と「封筒に入れた投票函の

鍵」が送致され、会場においては、別の市職員が確認を行い、引き継がれます。 

 投票函の鍵を入れる封筒には、投票管理者と２名の投票立会人、計３名の印をもって３カ所封

印することといたしておりますが、美津島町第１３投票所の鍵封筒の引き継ぎの際、封印が一部

漏れていることが確認・指摘され、その押印のため、その投票地区へ引き返し、結果、予定開始

時刻から２０分遅れて鍵封筒が届き、午後８時５０分に開票が開始されました。 

 今回の事態について、「気の緩み」、「漫然と仕事をしているのではないか」との指摘を受け

ても弁解の余地もございません。 

 また、選挙管理委員会事務局に対し、今回の検証を行い、二度とこのような事態を招くことが

ないように、善処策の検討も依頼をし、以後、厳格な職員の指導徹底に努めてまいりますので、

御理解のほどお願い申し上げます。 

 市内有権者の皆様をはじめ、それぞれの熱い想いを抱き、ふるさと対馬の未来開拓のため出馬

を決断し、全力で選挙戦を戦われた候補者並びに関係者の皆様に対し、衷心よりおわびを申し上

げます。 

 まことに申し訳ございませんでした。 

 次に、１２月定例会以降、本日までの主な事項につきまして、御報告を申し上げます。 

 まず、しまづくり戦略本部関連でございます。 

 航空運賃低廉化対策事業についてでございますが、本事業は、「交流人口の拡大」と「国境離
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島活性化対策」の一環として、航空運賃の低廉化支援制度の創設を国に求めていくことを目的と

して、全日本空輸株式会社の御協力を得まして、平成２７年９月から１１月までの３カ月間、割

引運賃の実証事業を実施いたしました。 

 お手元に配付の航空運賃低廉化事業旅客実績表によりまして、その３カ月間の結果について、

御報告申し上げます。 

 例年に比べ、全利用者数については、９月は増加、１０月・１１月においては減少となっては

おりますが、特割・旅割の利用者が例年に比べ伸びていることからすれば、一定の事業効果が認

められたと考えております。 

 なお、３カ月間の市の費用負担は約３,０００万円となっております。 

 当初、全日本空輸（株）との協議におきまして、「実証事業を６カ月程度実施できないか」と

の本市の要望に対し、「まずは３カ月間の実証事業を行い、その後、実施期間の延長が必要か否

かについて再度協議することとしたい」と、旨の回答であったことから、先般、同社と事業期間

延長の協議を行い、前回までの割引料金の「特割・旅割」を含め、新たに都市部からの乗り継ぎ

便を対象とする「乗継特割・乗継旅割」を追加をし、２月１日から３月２６日までの期間、第

２弾実証事業として実施しております。 

 次に、東京工業大学による対馬市内の電力使用に関する研究につきまして、御報告いたします。 

 本研究は、昨年度、策定した「対馬市エネルギーマスタープラン」において、検討していた電

力のデマンドレスポンス実証の一環として実施されるものです。 

 「電力のデマンドレスポンス」とは、電力供給において、需要に合わせて供給側を変動させる

という従来のものではなく、電力を使う側が電力の使用量を調整することで電力需給のバランス

を一致させることをいいます。 

 具体的には、九州電力（株）が新たに設置するスマートメーターを利用し、家庭における電力

の見える化を行い、さらに、平均電力使用量など、さまざまな情報をお知らせすることで、どの

ような情報提供が電力需要に影響があるのかを調査研究するものでございます。 

 調査期間は、平成２８年度から３１年度までの４カ年間で、第１期として、５０程度の実験協

力世帯を募集する予定とされております。 

 本研究は、再生可能エネルギーの有効利用につながるものであり、本市としましても、ＣＡＴ

Ｖ等を活用した情報提供など積極的に協力してまいりたいと考えております。 

 次に、総合政策部関連でございます。 

 東横インホテルの進出計画についてでございます。 

 韓国人観光客の急増等に伴い、最重要課題でありました宿泊施設不足の件につきまして、数年

にわたる関係者への誘致活動の結果、このたび、厳原町今屋敷地区に東横インホテルの進出が決
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まりました。 

 元釜山日本人会会長の大道獻隆氏の御紹介により、平成２６年１０月、東横イングループの創

業者である西田憲正オーナーが対馬におけるホテル候補地を視察され、先般、対馬市交流セン

ター前の民有地に、地元の地権者がホテルを建設し、東横インホテルが運営する形式で、両者に

より協議が整ったところでございます。 

 平成２９年春の完成・運営開始を目指しており、規模は、１４階建て２４６室で計画がされて

おり、宿泊客増加にあわせ飲食業等の関連産業の需要拡大につながり、今後の対馬の観光関連産

業の活性化に大きく寄与するものと期待されるものでございます。 

 次に、朝鮮通信使をユネスコ記憶遺産に登録する取り組みにつきまして、対馬市に事務局を置

く、「ＮＰＯ法人朝鮮通信使縁地連絡協議会」と韓国釜山市の「財団法人釜山文化財団」との間

で、申請に係る協議が進められてきました。 

 このたび、申請書類の最終案が固まったため、平成２８年１月２９日に対馬市において、両国

の関係者同席のもと、ＮＰＯ法人朝鮮通信使縁地連絡協議会理事長松原一征氏と財団法人釜山文

化財団代表理事イ・ムンソプ氏により日韓共同申請書への調印が行われました。 

 今後のスケジュールといたしましては、平成２８年３月にユネスコ委員会に申請書を提出し、

諮問機構である世界記憶遺産国際諮問委員会で評価がされ、平成２９年６月ごろに登録の最終決

定がなされる予定です。 

 次に、福祉部関連でございます。 

 （仮称）比田勝こども園の開園時期の延期についてでございます。 

 比田勝幼稚園、比田勝保育所及び泉保育所が一体となった、（仮称）比田勝こども園を平成

２８年４月の開園に向け、取り組んできましたが、第２園庭等の整備が大幅に遅れることにより、

園児の教育環境及び通園等の安全性を確保するためにも、「４月の開園にこだわることなく、第

２園庭もしっかりと完成した後に開園することで進めていきたい」と、先の１２月議会で述べた

ところでございます。 

 早速、担当部局の職員と現場を預かる園長、幼稚園教諭及び保育士の方々との意見交換会や保

護者説明会を実施し、園児の安全性を確保する観点から、平成２８年４月の開園を「先延ばしす

ること」で、保護者皆様の御理解をいただいたところであります。 

 園舎は、この２月１８日に完成をし、第２園庭等の整備を含む工事も７月末の完成予定であり

ますので、２学期から比田勝幼稚園を移転できるものと考えております。 

 また、その後は、２つの保育所との交流会等を実施するなどし、平成２９年４月に幼稚園と保

育所が一体となった「認定こども園」の開園を目指していく所存ですので、御理解と御協力を賜

りますようお願いいたします。 
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 次に、農林水産部関連でございます。 

 対馬市地方創生プロジェクト関連イベントとして、「対馬じかん２０１６」についてでござい

ます。 

 去る１月２２日から２４日にかけ、東京渋谷において、対馬市地方創生プロジェクト関連イベ

ントとして「対馬じかん２０１６」（～島はしまなり。対馬の「ひと」「モノ」「暮らし」～）

を開催いたしました。 

 連日、ツシマヤマネコ、海洋保護区、ジェイバークレジットの関係情報と海岸漂着物の展示

ブースを設置し、加えて、農林水産業合同企業面談会、移住相談会、つしま特産品の展示販売、

林業女子トークショーなど、多彩なメニューを企画し実施いたしました。 

 さらに、明治大学「野生の科学研究所所長」の中沢新一氏、対馬市赤米諮問大使の相川七瀬氏、

多摩大学大学院客員教授の川井真氏による、「対馬ダイバー～島に息づく土地の記憶を探る～」

と題した特別鼎談も行い、期間中、東京対馬会の皆様をはじめ、対馬に興味を抱く６００名を超

える方々の御来場をいただきました。 

 今回、東京渋谷から国境の島「対馬」の魅力をさまざまな角度から伝えることができ、その効

果に期待も膨らんでおります。また、このたびの実施に当たっては、企画から実施まで御協力い

ただきました関係者の皆様に対し、この場をかりて厚く御礼を申し上げます。 

 引き続き、都市部において、国境の島「対馬」の魅力発信の機会を設け、観光客の誘致や販路

拡大など島の活性化につなげてまいりたいと思います。 

 次に、九州初の「楽天の森」の整備協定についてでございます。 

 インターネットサービスを運営する楽天株式会社は、平成２４年から絶滅の危機にある「イヌ

ワシを守ろうプロジェクト」を開始し、その２年後に、「楽天の森」プロジェクトを立ち上げ、

全ての生き物が暮らしやすい環境を整えるため、社会貢献活動として、日本全国で森林整備に取

り組まれております。 

 その中、去る２月１２日に長崎県庁において、楽天株式会社、長崎県、対馬市の３者により

「楽天の森」としての整備協定に関する調印式が執り行われ、九州初の「楽天の森」が、ここ対

馬に誕生いたしました。 

 協定により整備する県有林は、佐護地内の上県町九十九谷団地の１６１.４２ヘクタールで、

平成２８年４月から平成３１年３月までの３年間、ツシマヤマネコの生息域である森林の間伐を

実施をし、植生を再生させることにより、生物多様性の維持を図るとともに、森林ボランティア

やツシマヤマネコ保全活動を実施していただくこととなります。 

 次に、対馬食通祭でございます。 

 食通祭は平成２５年度から実施しており、３年目の今年度が最終年となります。 
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 １１月のオープニングイベント、１２月の中間イベント、１月のエンディングイベントと開催

をし、約３,０００人の来場者で賑わいました。 

 エンディングイベントは、強烈な寒波により、当初予定の開催日の延期を余儀なくされ、当日

のメイン料理としていた「あなごのかば焼き」、「煮あなご」、「あなごの味噌汁」は提供する

ことができませんでしたが、急な日程変更にもかかわらず、御来場いただきました多くの皆様に

は、天皇杯受賞の「対洲黄金あなご刺身」が振る舞われました。 

 この３年間の対馬食通祭の実績については、地産地消を含む消費の拡大とともに、商品価値を

高めるという所期の目的に大きく前進できたものと感じております。 

 今後も、農林水産物の魅力を島内外に発信をし、島内流通の確立などの諸課題に対処しながら、

最終目的である第１次産業と観光の融合へつなげていきたいと考えております。 

 以上が、行政報告でございます。 

 本定例会において、御審議願います案件は、平成２７年度一般会計補正予算等８件、平成

２８年度一般会計予算等１０件、条例の一部改正及び制定１８件、辺地に係る整備計画１件、対

馬市過疎地域自立促進計画１件、負担付贈与に係る財産の受け入れ１件、あらたに生じた土地の

確認及び区域変更２件、長崎県市町村総合事務組合規約の変更１件、固定資産評価審査委員会委

員の選任６件の、合わせて４８件の議案について、御審議をお願いするものでございます。 

 内容につきましては、後ほど、担当部長に説明をさせたいと思いますので、よろしくお願い申

し上げます。 

 以上で、開会に当たっての挨拶といたします。 

○議長（堀江 政武君）  以上で、行政報告を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第７．市長の施政方針説明 

○議長（堀江 政武君）  日程第７、市長の施政方針説明を行います。 

 市長、財部能成君。 

○市長（財部 能成君）  平成２８年度の一般会計予算及び特別会計予算の御審議をお願いするに

当たり、予算編成方針とその概要を御説明申し上げます。 

 平成２８年度は、第２次対馬市総合計画のスタートの年です。計画の策定に当たっては、「地

域の課題や実情にそった市民総出による総合計画」という方針のもと、将来の対馬のあるべき姿

を描くために、多くの市民の声を拾い集めるとともに、地域マネージャー制度を活用して各地区

で地域づくり宣言・計画を作成していただき、市民の想いを反映させた計画となるよう取り組ん

だところです。 

 平成２７年１２月定例会で議決いただいた第２次対馬市総合計画では、１０年後の対馬のある
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べき姿を「自立と循環の宝の島 対馬」とし、これを実現するに当たって、「若者でにぎわう希

望の島」～ひとづくり～、「地域経済が潤い続ける島」～なりわいづくり～、「支え合いで自立

した島」～つながりづくり～、「自然とくらしが共存した島」～ふるさとづくり～、の４つの将

来像を掲げ、市民、行政、議会が協働してまちづくりに挑戦していくこととしております。 

 平成２８年度の国の予算は、平成２７年度補正予算とあわせて「一億総活躍社会」の実現に向

けた取り組みやＴＰＰを真に我が国の経済再生、地方創生に直結させる取り組みといった喫緊の

重要課題に対応していくことを基本とし、経済再生と財政健全化の両立を目指して、総額約

９６兆７,０００億円で編成され、過去最大規模となっております。 

 また、地方財政においては、リーマンショック後の危機対応である地方交付税の別枠加算を、

地方税収等の動向にあわせ、縮小しつつも、新たに、地方における現下の重点課題に対応する経

費を計上、また、引き続き、「まち・ひと・しごと創生事業費」を計上するなど、実質的に一般

財源総額は、平成２７年度の水準を上回る額が確保されております。 

 本市におきましては、合併後の平成１６年度末に約６４２億円あった地方債残高は、市民の皆

様や議会の御理解をいただき、さまざまな行財政改革に取り組んだ結果、平成２６年度末には、

約４６７億円まで削減することができました。また、財政運営の健全性を示す実質公債費比率も、

平成１９年度末の１８.３％から、平成２６年度決算では、１０.４％と大きく改善しております。 

 しかし、本市歳入の約５０％を占める地方交付税の合併優遇措置の段階的縮減が、平成２６年

度から始まりました。この段階的縮減は、合併により面積が拡大するなど、市町村の姿が大きく

変わったことにより、一定緩和される見込みとなったものの、依然として厳しい財政運営に変わ

りはありません。 

 このような状況を踏まえ、平成２８年度予算編成に当たりましては、政府予算の基本的な考え

方や地方財政収支見通しの概要等も考慮し、また、新たにスタートする第２次対馬市総合計画と

の連動を意識し、計画の道筋をつけるための予算という位置づけで編成作業を行いました。 

 一方で、この３月末が、市長の改選期に当たることから、重要な政策的予算を除いた骨格予算

の考え方を基本としておりますが、継続事業、緊急性を要する事業、国・県など関係団体等との

連携が必要な事業などにつきましては、当初予算に計上いたしております。 

 その概要を御説明申し上げます。 

 平成２８年度の一般会計予算と８つの特別会計予算を合わせた予算総額は、４０３億４,４６６万

９,０００円としております。 

 また、地方公営企業法の適用を受けます水道事業会計は、収益的収入、３億３,４０８万

８,０００円、収益的支出、３億１,８０５万円、資本的収入、６,９４５万２,０００円、資本的

支出１億７,９４４万８,０００円としております。 
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 次に、予算の概要について御説明を申し上げます。 

 一般会計予算は、平成２７年度当初予算と比較いたしますと、６.６％減の２８６億４,５００万

円としております。 

 歳入予算の主な内容としまして、市税は、個人所得割、法人税割の増収見込みにより、前年度

比３.５％の増を見込み、地方交付税につきましては、平成２７年度実績見込み額の約８７％を

見込んでおります。 

 地方交付税は、国の地方財政計画では、対前年度比マイナス０.３％、５４６億円の減となっ

ており、また、地方の重点課題である高齢者支援や自治体情報システム改革等に取り組むための

「重点課題対応分」の創設、業務改革を反映した、経費水準を算定に反映させる「トップラン

ナー方式」の導入など、配分・算定方法等が不透明な状況であることを考慮して計上しておりま

す。 

 また、財政調整基金、減債基金、合併振興基金などから約１２億５,０００万円を繰り入れる

ほか、財源補痾のある辺地対策事業債、過疎対策事業債、臨時財政対策債など約２６億６,０００万

円の市債を計上し、予算編成をしているところであります。 

 次に、歳出予算について御説明申し上げます。 

 本市を取り巻く財政状況が依然として厳しいことを認識をし、経費の抑制と事務事業の見直し

を行うことにより、引き続き財政の健全化を推進することとしております。 

 まず、性質別にその概要を御説明いたします。 

 人件費につきましては、定員適正化計画に基づき抑制に努めており、対前年度比３.６％減の

約４９億円を計上しております。 

 物件費につきましては、経費の一層の節減・合理化を図っているところであり、対前年度比

５.５％減の約４８億円を計上しております。 

 維持補修費につきましては、市民の要望に、より機動的に対応できるよう、市道、農道をはじ

め、河川、公園などの施設整備費として、対前年度比３.４％増となる約１億３,０００万円を計

上しております。 

 補助費等につきましては、全体として約３６億円を、公債費につきましては市債の元利償還金

など約５２億円を計上しております。 

 普通建設事業につきましては、市道改良、漁港整備など約４８億円を計上しております。 

 建設事業は、公債費の増加に連動するため、財政健全の保持を念頭に置いて、産業基盤対策、

生活基盤対策事業等を推進しているところであります。 

 次に、第２次対馬市総合計画に掲げる将来像への「４つの挑戦～対馬づくり～」ごとに、歳出

予算の内容を御説明いたします。 
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 １つ目が、「若者でにぎわう希望の島～ひとづくり～」でございます。 

 「子どもを大切に育てる」「若者が暮らせる環境づくり」「外から若者を招き入れる」を最優

先課題として取り組むこととしております。 

 子どもは、対馬の将来を担う大切な宝です。幼少期によい環境の中で豊かな経験ができるよう

な場を提供し、隣人を愛せる、地域を愛せる心豊かな子どもを育んでいくため、誰もが安心して

学べる教育環境を整備するとともに、少子化に伴う保育所・幼稚園・学校の適正規模、適正配置

について、地域の皆様と協議を諮りながら取り組んでいくこととしております。 

 「子ども・子育て支援新制度」を円滑に実施するとともに、子どもの出産や育児、地域におけ

る子育て支援事業等を引き続き実施していくほか、これまで未就学児までとしていた子ども医療

費の助成対象を、中学生まで拡大することとしております。 

 児童生徒を取り巻くさまざまな問題に対応するスクールソーシャルワーカーについて、長崎県

派遣の１名とは別に、新たに市単独で１名を配置をし、学校における問題への迅速な対応に努め、

また、持続可能な社会づくりの担い手を育むＥＳＤ推進事業を実施するなど、学校の魅力化と郷

土愛の育成を図ることとしております。 

 また、「子ども夢づくり基金」を活用して、学校教育をはじめ、生涯学習の中で、さまざまな

子どもの活動支援事業を展開をし、体験学習やスポーツ・文化活動の積極的な推進に努めるとと

もに、高校生の就学活動の一部支援も引き続き実施することとしております。 

 対馬の子どもが減少する中、専門コースの設置、部活動の拡充など地元高校の魅力化について、

関係機関とその可能性について協議を進めていくほか、島外からの児童を受け入れる、島っこ留

学推進事業をスタートさせることとしております。 

 移住・定住支援対策として、空き家バンク制度の推進、創業支援等事業による事業者への支援

を行うほか、ＵＩターン業務担当として、島おこし協働隊員を新たに任用し、さらなる推進強化

を図っていくこととしております。 

 また、市民・研究者・行政が一緒になって、対馬について学び考える「対馬学フォーラム」を

引き続き開催するほか、域学連携地域づくり推進事業など、対馬を体感できる機会を提供し、将

来を担う若者と交流しながら、人材の育成と交流人口・定住人口の拡大を目指すこととしており

ます。 

 ２つ目が、「地域経済が潤い続ける島～なりわいづくり～」でございます。 

 「良質な対馬産品をつくる」「対馬産品に高付加価値をつける」「観光客の誘致による活性

化」「ワクワクする新しい仕事の創造」を最優先課題として取り組みます。 

 産業基盤整備のため、道路交通網の整備をはじめ、林道開設事業、漁港・漁場整備事業等を実

施するとともに、次世代の担い手育成、６次産業化など魅力ある産業基盤づくりに取り組むこと
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としております。 

 対馬の基幹産業である水産業においては、資源管理・環境保全対策として、磯焼け回復事業・

漁場造成事業を推進するほか、水産業と観光産業の連携推進、水産物等の市内供給システム体制

の構築などに取り組むこととしております。 

 農林業においては、農地の集積・集約化を進める農地中間管理事業、島のもん魅力発信デザイ

ナー事業を引き続き実施するほか、對馬椎茸やる倍ナバダス計画事業や肉用牛多頭飼育経営促進

事業などに取り組み、農林業の再生と維持を図ることとしております。 

 また、農林水産業従事者担い手・林業女子育成及び人財発掘事業、地場産品の地産地消、輸送

コスト支援対策などを実施することとしております。 

 人口の減少が続く本市において、経済の活性化と交流人口の増加を図ることは重要です。対馬

の魅力を戦略的に広報・宣伝し、対馬への日本人・外国人観光客の誘致をさらに進め観光業の活

性化を引き続き推進することとしております。 

 対馬ファン獲得に向けた事業を実施するとともに、「よりあい処つしま」「ふれあい処つし

ま」を活用して積極的に対馬を発信していくこととしております。また、オール対馬で観光客の

受け入れ体制を整備することが必要であり、観光案内板の充実、民泊登録者増加に向けた支援、

対馬いづはら港まつり、国境マラソン大会などの各種イベントを開催するなど、観光振興推進計

画に基づく施策を展開していくこととしております。 

 新しい仕事の創造については、創業支援に力を入れ、地域に新しい産業を生み、雇用を確保し、

移住者が増え、地域が活性化する正の循環を目指して取り組むこととしております。 

 起業支援に係る窓口を一本化し、新規ビジネス応援事業、農商工連携支援事業、６次産業化促

進事業などを引き続き実施するほか、創業セミナーの開催、企業誘致奨励補助基準の見直しなど、

新たな雇用の創出と地域経済活性化を図ることとしております。 

 ３つ目が、「支え合いで自立した島～つながりづくり～」でございます。 

 「福祉と医療の体制を整える」「島内外の移動手段を確保する」「人と人とのつながりを守

る」を最優先課題として取り組みます。 

 必要な医療を安定的に提供していくため、昨年５月に開院した対馬病院を基幹病院として、上

対馬病院とともに、診療所を含めた機能分担や強化・連携など、医療、救急医療体制の充実に努

めていくこととしています。 

 なお、旧対馬いづはら病院跡地に開設準備を進めております、仮称、いづはら診療所の開設は、

本年６月ごろになる見込みです。 

 高齢者、中でも７５歳以上の後期高齢者が増加し続ける今後の対策として、住まい、医療、介

護、予防、生活支援を一体的に提供する「地域包括ケアシステム」の構築は急務であります。あ
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り方検討委員会で検討を重ねていただいておりました「対馬における地域包括ケアシステムのあ

り方についての提言書」が昨年末にまとまりました。この提言書に基づき地域ケア会議を開催す

るなど、地域ケアシステムの稼働に向けた取り組みを行っていくこととしております。 

 対馬市民の健康寿命、介護を必要とせず自立して生活ができる生存期間のことでございますが、

この健康寿命は、長崎県平均より短いという残念なデータがあります。市民の健康づくりを支援

するため、生涯スポーツ活動や健康つしま２１事業、食育活動などを積極的に推進するほか、温

泉施設を利用した健康指導教室の開催、新たにピロリ菌抗体検査の助成を行うなど健康増進事業

を実施することとしています。 

 また、自主的に誰でも気軽に取り組めるように、健康増進につながる地域活動を推進していく

ことも必要であると考えます。 

 道路交通ネットワークの構築は、生活の安定、経済の活性化のためにも重要な課題であります。

国・県道の整備をはじめ、島内の道路交通網の整備を積極的に推進することとしています。 

 今後は、道路、橋梁、トンネル等を小まめに点検・修繕をし、長寿命化を図り、改良・維持補

修の費用をいかに抑えるかが重要であると考えます。 

 公共バスや市営有償バスを連携・融合させ、公共交通機関のあり方について引き続き取り組む

こととしております。地域主体のコミュニティー交通の導入、予約制市営バスの検討、スクール

バス活用の拡大など、持続可能で効率的な運行体制の構築が必要であると考えます。 

 また、島外への交通アクセスの利便性向上を図るためには、航空路・航路のサービス強化、運

賃の低廉化などを推進をし、利用状況を踏まえた最適な島外アクセス体制の再検討が必要である

と考えます。 

 市民が、「対馬づくり」に積極的に参加していただくには、市政や地域の状況を効率的、効果

的に提供し、情報共有を図ることが重要です。情報提供の内容充実、多様な手段での情報発信に

努め、地域マネージャー制度で取り組んでおります地域づくり計画を支援するため、引き続き集

落支援員を配置をし、市民協働のまちづくりを積極的に推進していくこととしております。 

 ４つ目が、「自然とくらしが共存した島～ふるさとづくり～」でございます。 

 「安全安心のインフラ整備」「歴史・文化を未来に残す」「きれいな地域をつくる」「自然の

保全と持続可能な利用」これらを最優先課題として取り組みます。 

 安全・安心のまちづくりの推進のため、地域防災計画に基づき、消防団員安全確保装備の強化

充実、防災用備蓄物資整備、災害対応型再生可能エネルギー設備設置など、各種防災施設整備や

災害時の支援体制の充実を図り、地域主体の防災・災害対策を進めていくこととしております。 

 また、人口減少や高齢化が進む集落を維持していくためには、交通政策や地域包括ケアシステ

ム構築に関連する取り組みと連動した「小さな拠点づくり」を推進していくことが重要だと考え
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ます。 

 対馬を代表する歴史的文化遺産を保存し、それを後世に伝えていくことは我々の責務です。平

成２７年度から着手した博物館建設事業、文化財関連施設の保存整備、盗難防止対策などを実施

するとともに、対馬の魅力を次世代に継承するために地域の特性を活かした生涯学習を推進し、

また対馬の歴史文化の情報発信の充実に努めることとしております。 

 漂着・漂流ごみは対馬だけでは解決できない国際的な問題ですが、対馬がリーダーシップを発

揮をし、ごみ撲滅の普及啓発をしていくことは意義があり、引き続き海岸漂着ごみの回収と発生

抑制対策を実施することとしております。 

 また、環境実践モデル都市として、生ごみ・廃食油資源再利用システム事業に取り組んでおり

ますが、平成２７年度に生ごみ堆肥化施設が稼働したところであり、引き続き生ごみの分別収集

推進を図ることとしております。 

 住宅用合併処理浄化槽設備導入や事業者用を含めた低炭素機器等設備などに対する助成を引き

続き実施することとともに、「次世代型・エネルギー自立の島」の実現を目指して策定をしたマ

スタープランの具現化について検討をし、エネルギー自給率向上と地域資源の利活用による地域

活性化に向けた取り組みを進めることとしております。 

 四方を海に囲まれ、陸には原始林などを含む森林が茂る、この緑豊かな島には、天然記念物の

ツシマヤマネコや対州馬をはじめ、大陸系の貴重な野生動植物が数多く生存しています。これら

の美しい自然や生き物の保全対策として、保全活動全体のロードマップ整備、特定外来種ツマア

カスズメバチの駆除対策、環境教育の推進などを実施することとしております。 

 生態系や農林業に影響を及ぼしているイノシシ・鹿などの有害鳥獣対策については、引き続き

駆除対策を実施するとともに、捕獲したイノシシ・鹿を地域資源として利活用する猪鹿加工処理

施設を拠点として、新たな産業創出につなげる取り組みを実施することとしております。 

 以上が、第２次対馬市総合計画に掲げる将来像への「４つの挑戦～対馬づくり～」に基づく各

種事業であります。 

 対馬は、国境に位置する特異な島です。大陸に一番近い島でもあり、自然や文化にも大陸の影

響を大きく残す宝の島でもあります。 

 新たにスタートする第２次対馬市総合計画では、「みんなで目指そう！自立と循環の宝の島 

対馬」を目標としております。この目標実現には持続可能な行財政基盤の確立が必要不可欠であ

り、そして、市民、行政、議会が協働して、同じ目標に向かって取り組んでいくことが重要であ

るというふうに考えております。 

 総合計画に掲げる将来像の実現に向け、市民協働を基本姿勢として取り組んでいくことにより、

必ずや輝く未来が訪れるものと確信をしております。 
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 以上、平成２８年度の予算編成方針と所信の一端を申し述べさせていただきました。 

 市長就任から２期８年、これまで市民の皆様並びに議員各位から賜りました御支援・御協力に

深く感謝を申し上げ、「自立と循環の宝の島 対馬」の具現化を願って、私の最後の施政方針と

いたします。 

○議長（堀江 政武君）  以上で、市長の施政方針説明を終わります。 

 暫時休憩します。再開は１１時２５分からとします。 

午前11時14分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前11時24分再開 

○議長（堀江 政武君）  再開します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第８．産業建設常任委員会の閉会中の所管事務調査報告 

○議長（堀江 政武君）  日程第８、産業建設常任委員会の閉会中の所管事務調査報告を行います。 

 産業建設常任委員長、春田新一君。 

○議員（１番 春田 新一君）  対馬市議会議長堀江政武様。 

 産業建設常任委員会委員長春田新一。 

 産業建設常任委員会所管事務調査報告書。 

 平成２７年第２回対馬市議会定例会において、会議規則第１０５条の規定により、閉会中の所

管事務調査の承認を得ておりました当委員会の調査の内容とその概要を、同規則第１１０条の規

定により報告をいたします。 

 当委員会は、平成２８年１月２０日、比田勝認定こども園へ通じる道路状況及び厳原地区の町

並み景観の視察を実施いたしました。 

 当日は、まず１０時から、上対馬振興部長、北部建設事務所長ほか、担当職員に出席をいただ

き、比田勝認定こども園へ通じる中央橋の拡幅及び通園道路の整備について、説明を求めながら

視察を行いました。  

 中央橋については、現況断面では余裕高を満足できないため、対馬振興局と協議を行い、平成

２６年２月に内諾を得て本格的に断面検討を行い、橋梁断面及び諸条件について、平成２６年

６月の対馬振興局河川課協議で承諾を得ております。承諾を得た断面で概略設計を行った結果、

現況の高さより舗装厚分が高くなるため、国道との擦り付けについて道路管理者との協議が必要

となり、協議の結果、国道のオーバーレイ（舗装のかさ上げ）も視野に入れて再検討をするよう

にとのことであったため、再協議のため資料を準備中とのことでありました。 

 また、今後の計画としては、平成２８年度、詳細設計、平成２９年度、着工となる予定であり、
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振興計画にも計上済みとの説明を受けました。 

 また、こども園へ通じる道路への取り付けについても、あわせて検討するとのことであります。 

 委員からは、通園時の安全を確保をするため、こども園開園前に道路整備を行うべきではなか

ったのかとの意見がありました。また、経過を踏まえ、一日も早い着工を望みます。 

 次に、午後からは、本委員会の閉会中の継続審査案件となっております、発議第４号、対馬市

伝統的町並み保存条例についての審査として、厳原地区の町並み景観、特に今屋敷から中村、宮

谷地区にかけての石垣を中心に、全委員で歩いて視察を行いました。 

 その後、市役所本庁別館第一会議室において、今後の委員会としての取り組みを協議する中で、

「私有物の場合、個人との協議も必要となってくるので簡単には決められない」「市側の考えも

聞きながら、所有者を含む有識者・関係団体の意見を聞いて協議をする必要がある」「当面は継

続審査として時間をかけて調査研究をする必要がある」「城下町として残すべき石垣の実態を正

確に把握するよう市側へ要望をしたい」等との意見があり、委員会としても慎重に審査をした上

で結論を出すべきとして、引き続き閉会中の継続審査とすることに決定をいたしました。 

 以上で、産業建設常任委員会の所管事務調査報告といたします。 

○議長（堀江 政武君）  これから、委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（堀江 政武君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第９．国境離島活性化対策特別委員会の閉会中の調査報告 

○議長（堀江 政武君）  日程第９、国境離島活性化対策特別委員会の閉会中の調査報告を行いま

す。 

 国境離島活性化対策特別委員会委員長、長信義君。 

○議員（９番 長  信義君）  国境離島活性化対策特別委員会の調査状況を、会議規則第４５条

の規定に基づき、次のとおり報告いたします。 

 本委員会は、国境離島新法制定の上京陳情について、谷川代議士より坂本県議を通じて各政党

の陳情先の調整がついた旨の連絡を受け、２月８日開催の全員協議会終了後、委員会を開催し状

況報告をいたしました。 

 その結果、堀江議長、作元会長、長委員長の３名が上京することとし、委員会を終了いたしま

した。 

 ２月２３日から２５日の日程で上京陳情いたしましたので、その概要について報告いたします。 

 国会議員への要望活動に出席した市・町は、対馬市６名、壱岐市４名、五島市６名、新上五島

町４名、小値賀４名のほか、今回は長崎県企画振興部１名、佐世保市３名、西海市２名、東京都
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八丈町２名、新潟県佐渡市４名、島根県海士町１名、鹿児島県中種子町１名、北海道利尻富士町

１名、石川県輪島市２名、全国離島振興市町村議会議長会事務局２名の合計４３名で要望活動を

行いました。 

 ２月２４日午前８時１５分、衆議院第二議員会館正面玄関前に集合し、午前９時より谷川代議

士に御同行いただき、高木義明民主党国会対策委員長を初めに、西村康稔内閣委員会委員長、平

井たくや内閣委員会理事、佐藤勉自民党国会対策委員長、菅義偉内閣官房長官、和泉洋人内閣総

理大臣補佐官、古谷一之内閣官房副長官補、北村茂男自民党国会対策副委員長、鈴木義弘改革結

集の会政務調査会長へ要望いたしました。 

 要望活動関係者のみでの要望先について、政党ごとに報告いたします。敬称は省略いたします。 

 自民党、石原宏高、細田健一、武部新、金子万寿夫、額賀福志郎、小此木八郎、細田博之、公

明党、佐藤茂樹、遠山清彦、民主党、鷲尾英一郎、緒方林太郎、松原仁、維新の党、今井雅人、

柿沢未途、おおさか維新の会、馬場伸幸、河野正美、共産党、赤嶺正賢、塩川鉄也、田村貴昭の

１９名であり、各代議士本人または秘書へ要望いたしました。 

 今通常国会の会期は６月１日まででありますが、７月に参議院選挙を控えており、特別な事情

がない限り会期の延長は考えられない。また、２０１６年度予算案が３月１日に衆議院を通過す

る予定であり、その後、法案審議に入ることとなるが、各法案の提出状況を見た中で、国境離島

法案を提出することになると思われる。時期については確定ではないが、５月の大型連休前の提

出が想定されるとのことでありました。 

 今回、要望活動いたしました関係者の皆様には、今国会での早期成立をお願いし、要望活動を

終了いたしました。 

 今回の要望活動につきましても、谷川代議士には、法案成立に向け政治生命をかけて各政党へ

の調整など、多大な御尽力をいただいていることを痛感いたしました。代議士には心からお礼を

申し上げます。 

 なお、今の報告の中で、「３月１日には衆議院を通過する予定であり」、これは当日の話でご

ざいますので、もう報道で皆さん御承知のように、３月１日に衆議院を通過し、参議院に送付を

されております。 

 以上で、国境離島活性化対策特別委員会の報告といたします。 

○議長（堀江 政武君）  これから、委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（堀江 政武君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１０．議会改革特別委員会の閉会中の調査報告 
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○議長（堀江 政武君）  日程第１０、議会改革特別委員会の閉会中の調査報告を行います。 

 議会改革特別委員会委員長、山本輝昭君。 

○議員（２０番 山本 輝昭君）  議会改革特別委員会の調査報告を行います。 

 議会改革特別委員会の調査研究の経過を、会議規則第１１０条の規定に基づき、次のとおり報

告いたします。 

 当委員会は、平成２７年１２月１１日と平成２８年２月８日の２日間、対馬市役所豊玉庁舎

３階議員控室において、数人の欠席者はありましたが、堀江議長にも同席いただき、第８回及び

第９回の特別委員会を開催いたしました。 

 調査研究の内容は、１、議会基本条例調査研究部会の委員選考について、２、議会基本条例調

査研究部会の部会長選任について、３、対馬市議会議員定数条例及び対馬市議会委員会条例の一

部改正案について、４、議会基本条例の制定に関する調査・研究の今後の進め方についてを協議

いたしましたので、その概要を報告いたします。 

 議会基本条例調査研究部会の委員選考と部会長選任につきましては、各会派から推薦された

８人を委員に決定し、委員の互選により、上野委員が部会長に選任されました。 

 対馬市議会議員定数条例及び対馬市議会委員会条例の一部改正案につきましては、議員定数に

ついて、第７回委員会で１９人に削減することを決定し、平成２７年１２月定例会に報告してお

りましたので、議会議員定数条例の議員定数を２１人から１９人に削減する改正と併せて、関連

する委員会条例の常任委員会の定数を削減する改正を同時に行う必要があるため、１つの条例で

改正するための条例案を検討し、決定いたしました。なお、条例改正案は、議会改革特別委員会

の発委により、平成２８年３月定例会に提出することを決定いたしました。 

 議会基本条例の制定に関する調査・研究の今後の進め方につきましては、まず議会基本条例調

査研究部会の上野部会長から調査報告を受けました。 

 その内容は、「条例制定の賛否についての部会の委員の意見は、「市議会は市民の負託に応え、

議会改革を展開するために、市議会と議員の果たすべき役割を明文化し、議会活性化の取り組み

に実効性と継続性を持たせることが必要である」との理由から、議会基本条例を制定したほうが

よいとの意見が大勢で、採決した結果、全会一致で議会基本条例を制定する方向で調査・研究を

行うこととし、制定を平成２８年１２月議会を目途にすることに決定したので、今後は、条例案

の策定に向けて、調査・研究を進める必要があることから、全体会において、議会基本条例の制

定に関する方向性の決定をお願いする」というものでした。 

 委員からは、「部会長報告は時期尚早であり、１２月制定には反対である」「特別委員会を

３月で終結し、新たな委員会を立ち上げたほうがよい」などの意見が出されました。 

 協議の結果、今後も引き続き、議会基本条例の制定についての調査研究を行う中で、議会改革
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特別委員会は、３月をもって終結する。併せて、議会基本条例の制定に関する調査・研究につい

ては、３月定例会において新たな特別委員会を設置して取り組むことに決定いたしました。 

 以上で、議会改革特別委員会の調査報告といたします。 

○議長（堀江 政武君）  これから、委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（堀江 政武君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１１．いづはら病院跡利用調査特別委員会の閉会中の調査報告 

○議長（堀江 政武君）  日程第１１、いづはら病院跡利用調査特別委員会の閉会中の調査報告を

行います。 

 いづはら病院跡利用調査特別委員会委員長、船越洋一君。 

○議員（４番 船越 洋一君）  いづはら病院跡利用調査特別委員会の調査報告を行います。 

 いづはら病院跡利用調査特別委員会の調査内容について、会議規則第４５条の規定により、中

間報告をいたします。 

 本委員会は、平成２７年１２月２２日と平成２８年２月１０日に、豊玉庁舎の３階会議室にお

いて、福井保健部長及び阿比留地域包括・医療対策課長の出席を求め、委員会を開催しておりま

すので、その概要を報告をいたします。 

 １２月２２日は、医師確保状況や改修工事のスケジュール等について報告を受けました。診療

所の開院は、９月の補正予算承認後に工事費の不足が生じたことにより、再度、開院までのスケ

ジュールを見直した結果、診療所の開院は、平成２８年６月になるとの報告であります。 

 ２月１０日の委員会では、医師確保状況について担当部から説明を受け、質疑応答を行いまし

た。 

 医師の確保のその後については、東北の病院に勤務されている医師については、対馬市を訪問

され、いづはら病院跡や豊玉診療所の見学、対馬病院長との意見交換をされ、現在の勤務先での

整理等を進めているとのことであります。 

 医師については、２人体制をとるべく、別の医師にも交渉を開始し、もう一人確保できるよう

に、また看護婦については、現在、医師１人に対して正職１名、嘱託３名で計画をしているが、

医師の数に応じたスタッフを確保するように努力していくとのことであります。 

 いづはら病院跡の建物等の財産譲渡については、平成２７年１２月２５日の長崎県病院企業団

議会で公債費残額を引き継ぐ負担付き贈与とすることが承認されたとの報告がありました。 

 委員からは、医療従事者確保に関連し、４月採用から６月開院まではどう対応するのかという

質問に対しては、豊玉診療所で研修という形で皆さんに勤務をしていただき、対馬市で使用して
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いる医療機器に慣れていただくことや、開院に向けての細かい打ち合わせ等を行っていく予定と

の回答でありました。 

 また、その他看護師の雇用条件について、年齢制限、定年制等の柔軟な対応についての意見・

要望もありました。 

 跡利用の特別養護老人ホーム及びショートステイについては、長崎県の長寿社会課が主体とな

って事務を進めていることは、前回の報告のとおりですが、事業者の決定は本年３月末になる模

様であります。 

 無床診療所の改修工事にも取りかかり、企業団議会での譲渡の承認もされ、開院予定も６月と

近づいてまいりました。現段階でもまだまだ確定していない医師との正式契約を早急に行い、そ

れに伴う看護師等の確保や医療機器等の準備を少しでも早く行うなど、スムーズな開院に向けて

取り組む必要があります。 

 本委員会としても、この「いづはら病院跡利用」に関し、今後も引き続き調査・研究を進め、

医療と介護が一体となった施設として有効な跡利用施設の活用が実現できるよう、努力をしてま

いります。 

 以上で、いづはら病院跡利用調査特別委員会の報告といたします。 

○議長（堀江 政武君）  これから、委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（堀江 政武君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１２．長崎県病院企業団議会議員の報告 

○議長（堀江 政武君）  日程第１２、長崎県病院企業団議会議員の報告を行います。 

 １５番、大浦孝司君。 

○議員（１５番 大浦 孝司君）  長崎県病院企業団議会議員の報告を申し上げます。 

 長崎県病院企業団議会議員の活動及び審査内容について、次のとおり報告いたします。 

 平成２７年１２月２５日午後２時より、長崎県農協会館で開催されました第２回長崎県病院企

業団議会定例会について、次のとおり報告いたします。 

 対馬市議会からは、上野洋次郎議員と私の２名の出席であります。今回の議案審議は、予算議

案２件、認定議案１件であります。 

 まず、予算議案、１２号議案として、平成２７年度補正予算は、島原病院の寝具、病衣賃借、

五島中央病院の清掃業務委託の債務負担行為として、４,０００万円を追加するものであります。 

 次に、重要な資産の処分でありますが、旧いづはら病院跡に、対馬市より無床診療所及び介護

施設として利用する計画で準備が進められているところであり、土地建物については、対馬市か
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らの要望により譲与することで、地方公営企業法第３３条第２項の規定により、議決を要するも

のであります。なお、その詳細は、病院建物１万２,６５８.６５平方メートル、宿舎

１,６８１.３２平方メートル、病院敷地２万４,４８０.１６平方メートルとなっております。 

 次に、認定議案１号、平成２６年度長崎県病院企業団病院事業会計決算の認定でありますが、

企業団全体の総収益は２４９億５,０００万円、総費用２５５億７,４００万円、収支差は６億

２,４００万円の赤字となりますが、特別利益及び特別損益を差し引いた経常収支差は４億

１,２００万円の黒字となっております。 

 また、対馬地域３病院でありますが、対馬いづはら病院の総収益３８億３００万円、総費用

３９億５,９００万円、特別利益、特別損益を除く経常収支差は８,９００万円の赤字、中対馬病

院、総収益１７億６,０００万円、総費用１８億６,５００万円、特別利益、特別損益を除く経常

収支差は７,５００万円の赤字であります。最後に上対馬病院、総収益１０億２,５００万円、総

費用１１億２,０００万円、経常収支差は１,９００万円の赤字となっております。 

 平成２６年度は、対馬病院開院の前の調整等が大きく影響して、２病院の低迷につながったも

のと思われます。 

 病院企業団全体の収支は、５年連続で黒字であったとのことでありますが、離島を中心に年々、

入院、外来患者は減少している傾向にあり、さらに経営の改善が今後一層求められるものと思わ

れます。 

 今回、上程されました議案については、慎重に審議した結果、賛成多数により原案のとおり可

決されました。 

 以上、長崎県病院企業団議会議員の報告といたします。 

○議長（堀江 政武君）  これから、報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（堀江 政武君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１３．長崎県後期高齢者医療広域連合議会議員の報告 

○議長（堀江 政武君）  日程第１３、長崎県後期高齢者医療広域連合議会議員の報告を行います。 

 １８番、兵頭栄君。 

○議員（１８番 兵頭  栄君）  平成２８年第１回長崎県後期高齢者医療広域連合議会の定例会

の議案審議について、次のとおり報告いたします。 

 平成２８年２月１７日午後１時から、長崎県市町村会館において第１回定例会が招集されまし

た。 

 議案第１号、長崎県後期高齢者医療広域連合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例 
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 議案第２号、長崎県後期高齢者医療広域連合行政不服審査条例 

 議案第３号、長崎県後期高齢者医療広域連合情報公開条例等の一部を改正する条例 

 議案第４号、長崎県後期高齢者医療広域連合職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改

正する条例 

 議案第５号、長崎県後期高齢者医療広域連合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 

 議案第６号、長崎県後期高齢者医療広域連合財政状況の公表に関する条例の一部を改正する条

例 

 議案第７号、長崎県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条

例 

 議案第８号、平成２７年度長崎県後期高齢者医療広域連合一般会計補正予算（第１号） 

 議案第９号、平成２７年度長崎県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計補正予算

（第３号） 

 議案第１０号、平成２８年度長崎県後期高齢者医療広域連合一般会計予算 

 議案第１１号、平成２８年度長崎県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計予算 

 議案第１２号、長崎県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び規約の変更

について 

 同意議案第１号、副広域連合長の選任につき議会の同意を求めることについて 

 以上の新規条例案２件、条例の一部を改正する条例案５件、平成２７年度補正予算案２件、平

成２８年度予算案２件、規約の変更について１件、同意議案１件が上程され、慎重審議の結果、

いずれも賛成多数により原案のとおり可決されました。 

 議案の内容について報告いたします。 

 議案第１号、長崎県後期高齢者医療広域連合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例は、

地方公務員法第５８条の２の規定に基づき、人事行政の運営等の状況の公表に関し、必要な事項

を定めるものであります。 

 議案第２号、長崎県後期高齢者医療広域連合行政不服審査条例は、行政不服審査法の全部が改

正され、審理員制度、第三者機関への諮問手続が導入されたことに伴い、必要な事項を定めるも

のであります。 

 議案第３号、長崎県後期高齢者医療広域連合情報公開条例等の一部を改正する条例は、行政不

服審査法の全部が改正され、不服申し立ての種類が審査請求に一元化されたことに伴い、関係条

例を整備するものであります。 

 議案第４号、長崎県後期高齢者医療広域連合職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改

正する条例は、学校教育法の一部が改正され、「義務教育学校」が新たに創設されたことにより、
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育児又は介護を行う職員の早出・遅出勤務を可能とする職員の範囲を見直すなど、必要な事項を

定めるものであります。 

 議案第５号、長崎県後期高齢者医療広域連合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例は、

行政不服審査法の全部改正に伴い、用語の整理をする必要があるのと、住居手当及び単身赴任手

当について、国家公務員等との均衡を考慮し、長崎県職員に準じた取り扱いをするものでありま

す。 

 議案第６号、長崎県後期高齢者医療広域連合財政状況の公表に関する条例の一部を改正する条

例は、長崎県後期高齢者医療広域連合の財政状況の公表を、長崎県後期高齢者医療広域連合の

ホームページに掲載するものであります。 

 議案第７号、長崎県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条

例は、平成２８年度及び平成２９年度の保険料率並びに平成２８年度の保険料軽減について、必

要な事項を定めるものであります。 

 議案第８号、平成２７年度長崎県後期高齢者医療広域連合一般会計補正予算（第１号）は、歳

入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,９４６万５,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ２億４,６５１万３,０００円とするものであります。歳出の内訳は、総務費、

一般管理費の不用見込額１,２４０万円を財政調整基金費に追加し、３,１８６万５,０００円を

財政調整基金に積み立てるものであります。 

 議案第９号、平成２７年度長崎県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計補正予算

（第３号）は、歳入の主なものは、国庫支出金３億５,０１１万９,０００円、支払基金交付金及

び後期高齢者交付金の相殺額の精算１３億７,１５４万９,０００円の減で、歳出の主なものは、

財政調整基金積立金２８億８,９１８万４,０００円、県費償還金の５億９,７２９万８,０００円

で、予算総額２,２２０億２,３８０万７,０００円とするものであります。 

 議案第１０号、平成２８年度長崎県後期高齢者医療広域連合一般会計予算につきましては、歳

入歳出予算総額を２億１,７４５万３,０００円とするもので、歳入の主なものは、広域連合の運

営に係る人件費、事務費等に係る市町からの共通経費負担金１億８,５５７万６,０００円で、歳

出の主なものは、総務費の２億１,３０１万７,０００円であります。 

 議案第１１号、平成２８年度長崎県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計予算は、

歳入歳出予算総額を２,１９７億５,８００万３,０００円とするものであります。歳入の主なも

のは、支払基金交付金８８１億４,９３５万３,０００円で、全体の４０.１１％、国庫支出金

７８０億１,９０２万円、３５.５％、市町支出金３３０億２,５１７万３,０００円、

１５.０３％であります。歳出の主なものは、保険給付金の２,１８３億７５９万３,０００円で

全体の９９.３４％であります。 
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 議案第１２号、長崎県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び規約の変更

については、北松南部清掃一部事務組合が平成２８年３月３１日解散予定であることから、長崎

県市町村総合事務組合の規約の変更を行う必要が生じたためであります。 

 同意議案第１号、副広域連合長の選任につき議会の同意を求めることについては、松本副広域

連合長の死去により、後任に西海市長である田中腱一氏を選任するものであり、賛成多数で同意

されました。 

 最後に、諫早市の西田京子議員の一般質問があり、平成２８年第１回定例会の全日程を終了い

たしました。 

 以上で、長崎県後期高齢者医療広域連合議会議員の報告といたします。 

○議長（堀江 政武君）  これから、報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（堀江 政武君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 昼食休憩とします。再開は１時１５分からとします。 

午後０時09分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後１時15分再開 

○議長（堀江 政武君）  再開します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１４．承認第１号 

日程第１５．承認第２号 

日程第１６．承認第３号 

○議長（堀江 政武君）  日程第１４、承認第１号、専決処分の承認を求めることについて（平成

２７年度対馬市一般会計補正予算（第５号））から日程第１６、承認第３号、専決処分の承認を

求めることについて（平成２７年度対馬市水道事業会計補正予算（第３号））までの３件を一括

議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。総務部長、桐谷雅宣君。 

○総務部長（桐谷 雅宣君）  ただいま議題となりました承認第１号、専決処分の承認を求めるこ

とについて、提案理由とその内容を御説明いたします。 

 本予算は、平成２７年度対馬市一般会計補正予算（第５号）を去る２月１日付におきまして、

地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分をいたしましたので、同条第３項の規定によ

り報告し、承認を求めるものでございます。 

 今回の補正は、去る１月２４日、数十年ぶりの記録的な大寒波の襲来により発生をいたしまし
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た、市内各所の水道施設での凍結、破裂事故の復旧対策に要した災害対策経費を緊急的に措置し

たものでございます。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 第１条第１項、歳入歳出予算の補正でございますが、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

５８０万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３２３億８,１８１万９,０００円

とするものでございます。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、２ページから３ページにかけての「第１表 歳入歳出予算補正」によるとするもの

でございます。 

 次に、歳入歳出補正予算の内容でございますが、歳入につきましては、今回の補正額は全て地

方交付税で賄い、また歳出につきましては、４款の衛生費へ水道施設の災害復旧対策事業費とし

て、水道事業会計へ２５０万円、簡易水道特別会計へ３３０万円それぞれ計上いたしております。 

 以上、簡単ではございますが、提案の説明を終わります。 

 御審議の上、御承認くださいますようよろしくお願いいたします。 

○議長（堀江 政武君）  水道局長、増田敬一君。 

○水道局長（増田 敬一君）  ただいま一括議題となりました承認第２号及び承認第３号は、水道

局所管の案件でございますので、提案理由とその内容について御説明申し上げます。 

 承認第２号は、平成２７年度対馬市簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）を平成２８年

２月１日付をもって、地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分いたしましたので、同

条第３項の規定によりこれを報告し、議会の承認を求めようとするものでございます。 

 補正の理由は、去る１月２３日及び２４日の寒波災害による簡易水道施設災害復旧工事費の追

加でございます。 

 別冊の平成２７年度対馬市簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）の１ページをお願いいた

します。 

 平成２７年度対馬市の簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによる

ことを規定し、第１条第１項で、歳入歳出予算の補正は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞ

れ３３０万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８億２,５８７万２,０００円と

するものでございます。 

 第２項で、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、２ページ及び３ページの「第１表 歳入歳出予算補正」によるとするものであり

ます。 

 次に、補正予算の内容について御説明いたします。 
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 ４ページ及び５ページをお願いいたします。 

 まず、歳入でございますが、６款１項１目一般会計繰入金３３０万円の追加は、災害復旧費に

係る一般会計からの繰入金であります。 

 次に、歳出について御説明いたします。 

 １款３項１目災害復旧事業費３３０万円の増額は、盒知中学校前配水管修繕工事など２６件の

災害復旧工事費の追加補正であります。 

 続きまして、承認第３号は、平成２７年度対馬市水道事業会計補正予算（第３号）を平成

２８年２月１日付をもって、地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分いたしましたの

で、同条第３項の規定によりこれを報告し、議会の承認を求めようとするものでございます。 

 補正の理由は、承認第２号と同じく去る１月２３日及び２４日の寒波災害による水道施設災害

復旧工事費の追加でございます。 

 別冊の平成２７年度対馬市水道事業会計補正予算書（第３号）の１ページをお願いいたします。 

 第１条、平成２７年度対馬市水道事業会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによるこ

とを規定し、第２条、予算第４条本文括弧書き、資本的収入額が資本的支出額に対し、不足する

額１億２,８３２万６,０００円は、当年度分消費税資本的収支調整額２,３９１万２,０００円、

過年度分損益勘定留保資金１億４４１万４,０００円で補てんするものとするに改め、資本的収

入の予定額は、第１款第３項負担金を２５０万円追加し、２億５,４１９万円とし、資本的支出

の予定額は、第１款第３項災害復旧費を２５０万円追加し、３億８,２５１万６,０００円とする

ものであります。 

 補正予算の内訳でございますが、４ページ、５ページをお願いをいたします。 

 資本的収入につきましては、１款資本的収入３項負担金１目他会計負担金２５０万円の増額は、

一般会計からの災害復旧事業負担金の追加であります。 

 次に、資本的支出につきましては、１款資本的支出３項災害復旧費１目災害復旧費２５０万円

の増額は、小浦地区橋梁添架導水管修理工事など９件の水道施設災害復旧工事費の追加でありま

す。 

 以上、簡単ではございますが、説明を終わります。 

 よろしく御審議の上、御承認賜りますようお願いいたします。 

○議長（堀江 政武君）  説明が終わりました。 

 これから３件に対する一括質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（堀江 政武君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま一括議題としております３件については、委員会への付託を省略した
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いと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（堀江 政武君）  異議なしと認めます。３件は委員会への付託を省略することに決定しま

した。 

 これから３件について一括して討論、採決を行います。 

 承認第１号、専決処分の承認を求めることについて（平成２７年度対馬市一般会計補正予算

（第５号））、承認第２号、専決処分の承認を求めることについて（平成２７年度対馬市簡易水

道事業特別会計補正予算（第４号））、承認第３号、専決処分の承認を求めることについて（平

成２７年度対馬市水道事業会計補正予算（第３号））の３件について、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（堀江 政武君）  討論なしと認め、採決します。３件は原案のとおり承認することに御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（堀江 政武君）  異議なしと認めます。３件は原案のとおり承認されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１７．議案第１号 

○議長（堀江 政武君）  日程第１７、議案第１号、平成２７年度対馬市一般会計補正予算（第

６号）を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。総務部長、桐谷雅宣君。 

○総務部長（桐谷 雅宣君）  ただいま議題となりました議案第１号、平成２７年度対馬市一般会

計補正予算（第６号）ついて、提案理由とその内容を御説明いたします。 

 今回の補正は、事業費の確定による調整並びに人事院勧告の実施によります職員人件費の調整

などが主なものでございます。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 第１条第１項、歳入歳出予算の補正でございますが、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ８億２,４９０万円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３１５億５,６９１万

９,０００円とするものでございます。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、２ページから５ページにかけて記載されております「第１表 歳入歳出予算補正」

によるとするものでございます。 

 第２条、継続費の補正でございますが、６ページから７ページにかけて記載をいたしておりま

す「第２表、継続費補正」によるとするものでございまして、比田勝港国際ターミナル建設事業
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の経費の総額及び年割額の変更をいたしております。 

 第３条、繰越明許費は、地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用

することができる経費を６ページから９ページにかけての「第３表 繰越明許費」によるものと

し、５６件、２２億５,４３２万２,０００円の事業費を繰り越すものでございます。 

 第４条、債務負担行為の補正でございますが、債務負担行為の追加を１０ページから１１ペー

ジにかけて記載いたします「第４表 債務負担行為補正」によるとするものでございます。旧長

崎県対馬いづはら病院の無償譲渡に係る地方債の償還でございます。 

 第５条、地方債の補正でございますが、地方債の変更を１０ページから１１ページにかけて記

載をいたしております「第５表 地方債補正」によることを定め、地方債の限度額を３１億

６,１８０万円へ変更しようとするものでございます。 

 次に、歳入歳出補正予算の内容について、その主なものを御説明をいたします。 

 予算書の１６ページをお願いいたします。 

 まず、歳入でございますが、１款市税１項市民税でございまして、個人事業者や法人事業者の

所得の伸びが見込まれ、個人、法人合わせまして７,９９２万７,０００円、２項固定資産税では、

徴収率の伸びなどが見込まれ、７,９８９万１,０００円追加をいたしております。１０款地方交

付税は、普通交付税を９,９２２万７,０００円追加をいたしております。 

 予算書１８ページをお願いいたします。 

 １４款国庫支出金１項国庫負担金でございますが、１目民生費国庫負担金で、非被用者児童手

当負担金など２,２１１万４,０００円の減額でございます。 

 ２項国庫補助金でございますが、１目総務費国庫補助金で、離島活性化交付金木材加工品輸送

コスト助成事業への補助金でございますけども、５２３万４,０００円及び個人番号カード交付

事業補助金７３０万６,０００円を追加をいたしております。 

 ２０ページをお願いいたします。 

 ４目農林水産業費国庫補助金で、産地水産業強化支援補助金１億８,６６５万４,０００円の減

でございますが、美津島町西海漁港の鮮度保持施設及び荷さばき所などの施設整備に係る事業費

でございますが、国の予算措置の都合上、２８年度事業として予算措置を組み直すものでござい

ます。 

 １５款県支出金１項県負担金でございますが、２目民生費県負担金で、非被用者児童手当負担

金３５０万円の減など、合わせまして合計６６０万２,０００円減額をいたしております。 

 予算書２２ページをお願いいたします。 

 ２項県補助金でございますが、２目民生費県補助金で、放課後児童健全育成事業補助金といた

しまして、４４２万２,０００円の追加、４目農林水産業費県補助金１億２,９６４万６,０００円
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につきましては、事業費の確定など合わせまして１億３,３５５万５,０００円減額をいたしてお

ります。 

 １６款財産収入でございますが、予算書は２４ページになります。 

 ２項財産売払収入１目不動産売払収入は、特別養護老人ホーム浅茅の丘の土地建物の売払収入

１億２,６００万１,０００円、４目株式等売払収入は、株式会社カミレイに係る株式売払収入

５００万円でございます。 

 １８款繰入金２項基金繰入金でございますが、事業費の確定などによります財源調整の結果、

６億７,６７０万６,０００円を減額をいたしております。 

 ２０款諸収入５項雑入でございますが、退職手当旧負担金制度差額調整金１億１５３万円を計

上するなど、合わせまして１億３０６万１,０００円追加をいたしております。 

 予算書は２６ページをお願いいたします。 

 ２１款市債でございますが、それぞれの事業費の確定によりまして、２億３,３９０万円減額

をいたしております。 

 続きまして、歳出でございますが、予算書は２８ページからになります。 

 ２款総務費１項総務管理費３目財政管理費の財政調整基金積立金１億２,６００万１,０００円

につきましては、先ほど歳入の財産売払収入の項で説明いたしました、特別養護老人ホーム浅茅

の丘の土地建物の売払収入を一旦財政調整基金へ積み立て、平成２８年度において譲渡に係る補

助金返還及び起債の繰上償還に充てるものでございます。 

 ７目企画費でございますが、予算書は３０ページになります。 

 １８節備品購入費の１８０万２,０００円でございますが、スクールバスの混乗路線が新たに

増加されることに伴いまして、有償バスの整理券発行機及び運賃箱をそれぞれ４台整備するもの

でございます。 

 ３項戸籍住民基本台帳費１９節の５５９万９,０００円につきましては、マイナンバー制度に

かかる経費の追加でございます。 

 予算書の３２ページをお願いいたします。 

 ３款民生費１項社会福祉費につきましては、国費、県費の精算返還金の追加、国民健康保険特

別会計、介護保険特別会計などへの繰出金の減、後期高齢者医療広域連合負担金の減などでござ

います。 

 予算書の３４ページをお願いいたします。 

 ２項児童福祉費１３節委託料につきましては、佐須へき地保育所の改修設計委託料６３８万

７,０００円、放課後児童健全育成事業委託料６０７万７,０００円の追加、１９節負担金補助及

び交付金で、保育所運営に係る給付費及び負担金３７７万６,０００円の追加などでございます。 
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 予算書３６ページをお願いいたします。 

 ４款衛生費１項保健衛生費１９節負担金補助及び交付金につきましては、内院簡易水道基幹改

良事業に伴う負担金の追加４００万円、その他病院企業団負担金の減、診療所特別会計への繰出

金の減などでございます。 

 予算書の３８ページをお願いいたします。 

 ６款農林水産業費２項林業費及び４０ページの３項の水産業費でございますが、いずれも事業

費の確定による減が主な理由でございます。 

 ４２ページの２目水産業振興費の１９節負担金補助及び交付金の産地水産業強化支援事業補助

金の減、２億８,５４２万８,０００円につきましては、歳入の国庫補助金の項で説明いたしまし

たとおり、２８年度予算へ組み直すものでございます。 

 ７款商工費３目観光費の１５節工事請負費２,５００万円の減につきましては、社会資本整備

総合補助金の減に伴います観光案内板整備工事費の減でございます。 

 ８款土木費につきましては、それぞれ事業費の確定などによるものでございます。 

 ４６ページをお願いいたします。 

 消防費につきましても、事業費の確定による減。 

 ４８ページをお願いいたします。 

 １０款教育費につきましては、事業費の確定によるものが主なものでございますが、２項小学

校費２目教育振興費１８節備品購入費の１０万円の追加につきましては、指定寄附によるもので

ございます。 

 １１款災害復旧費１項農林水産施設災害復旧費は、事業費の確定による減でございます。 

 以上、簡単ではございますが、提案理由の説明を終わります。 

 よろしく御審議くださいますようお願いいたします。 

○議長（堀江 政武君）  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。癩癩ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（堀江 政武君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

 議案第１号は、配付しております議案審査付託表のとおり、各常任委員会に付託します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１８．議案第２号 

日程第１９．議案第３号 

日程第２０．議案第４号 

日程第２１．議案第５号 
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日程第２２．議案第６号 

日程第２３．議案第７号 

日程第２４．議案第８号 

○議長（堀江 政武君）  日程第１８、議案第２号、平成２７年度対馬市診療所特別会計補正予算

（第３号）から日程第２４、議案第８号、平成２７年度対馬市水道事業会計補正予算（第４号）

までの７件を一括議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。保健部長、福井順一君。 

○保健部長（福井 順一君）  ただいま一括議題となりました議案のうち、議案第２号から議案第

５号の４件につきましては、その提案理由と内容について、続けて御説明いたします。 

 議案第２号、平成２７年度対馬市診療所特別会計補正予算（第３号）について御説明いたしま

す。 

 今回の補正は、へき地医療対策費補助金の確定等が主なものであります。 

 １ページをお願いいたします。 

 平成２７年度対馬市診療所特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによることを規

定し、第１条第１項、歳入歳出予算の補正は、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３３万

６,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億９,０６８万２,０００円と

するものであります。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、２ページから３ページにかけての「第１表 歳入歳出予算補正」によるとするもの

であります。 

 次に、歳入歳出補正予算の内容について御説明いたします。 

 ８ページ、９ページをお願いいたします。 

 まず、歳入でありますが、３款県支出金は、へき地医療対策費補助金５３５万４,０００円の

追加であります。 

 ４款繰入金１項他会計繰入金は、一般会計からの繰入金を５６９万円減額しております。 

 次に、歳出について御説明いたします。 

 １０ページ、１１ページをお願いいたします。 

 １款総務費１項施設管理費１目一般管理費は、３３万６,０００円減額しております。１４節

使用料及び賃借料、車借上料２１８万８,０００円の減額、２３節償還金、利子及び割引料は、

平成２６年度へき地医療対策費補助金の実績に伴う返還金４００万３,０００円の追加でありま

す。 

 続きまして、議案第３号、平成２７年度対馬市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）につ
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いて、提案理由とその内容を御説明申し上げます。 

 今回の補正予算は、出産育児一時金の減額が主なものであります。 

 １ページをお願いいたします。 

 平成２７年度対馬市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによるこ

とを規定し、第１条第１項で、歳入歳出予算の補正は、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ１,４４０万９,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６４億６,６９７万

５,０００円とするものであります。 

 第２項で、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、２ページから３ページにかけての「第１表 歳入歳出予算補正」によるとするも

のであります。 

 次に、補正予算の内容について御説明申し上げます。 

 ６ページ、７ページをお願いいたします。 

 まず、歳入でありますが、１０款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金は、１,１６０万

４,０００円減額しております。２項基金繰入金は、財政調整基金繰入金を２８０万５,０００円

減額しております。 

 ８ページ、９ページをお願いいたします。 

 次に、歳出について主なものを御説明いたします。 

 １款総務費２項徴税費は、徴収嘱託職員２名分、４８８万４,０００円を減額しております。

２款保険給付費４項出産育児諸費１目出産育児一時金は、国民健康保険事業加入者の出産件数の

減少により、１,００８万円を減額しております。１１款諸支出金１項償還金及び還付加算金

３目償還金は、国庫支出金返還金として５５万５,０００円を追加しております。 

 続きまして、議案第４号、平成２７年度対馬市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）に

ついて、提案理由とその内容を御説明申し上げます。 

 今回の補正予算は、後期高齢者医療システム改修費の追加が主なものであります。 

 １ページをお願いいたします。 

 平成２７年度対馬市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる

ことを規定し、第１条第１項で、歳入歳出予算の補正は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞ

れ１２７万４,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億６,５８８万

２,０００円とするものであります。 

 第２項で、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、２ページから３ページにかけての「第１表 歳入歳出予算補正」によるとするも

のであります。 
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 次に、補正予算の内容について御説明申し上げます。 

 ６ページ、７ページをお願いいたします。 

 まず、歳入でございますが、１款後期高齢者医療保険料１項後期高齢者医療保険料は、１目特

別徴収保険料を６４０万２,０００円減額し、２目普通徴収保険料を８０１万１,０００円追加し

まして、合わせまして１６０万９,０００円の追加であります。５款繰入金１項一般会計繰入金

は、１７１万４,０００円を減額しております。６款繰越金は、２６年度からの繰越金１３７万

９,０００円を追加しております。 

 次に、歳出について御説明いたします。 

 ８ページ、９ページをお願いいたします。 

 １款総務費１項総務管理費１目一般管理費は、後期高齢者医療システム改修委託料７１万

３,０００円を追加しております。２款後期高齢者医療広域連合納付金は、保険基盤安定負担金

の減額、保険料納付金の追加により５６万１,０００円の追加であります。 

 続きまして、議案第５号、平成２７年度対馬市介護保険特別会計補正予算（第２号）について、

提案理由とその内容を御説明申し上げます。 

 今回の補正は、居宅介護サービス給付費負担金の減額が主なものであります。 

 １ページをお願いいたします。 

 平成２７年度対馬市介護保険特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによることを

規定し、第１条第１項で、歳入歳出予算の補正は、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ

１億４,３２０万１,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３５億

６,２２０万８,０００円とするものであります。 

 第２項で、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、２ページから３ページにかけての「第１表 歳入歳出予算補正」によるとするも

のであります。 

 次に、補正予算の内容について御説明申し上げます。 

 ６ページ、７ページをお願いいたします。 

 まず、歳入でございますが、主なものを御説明いたします。 

 ３款国庫支出金から５款県支出金及び７款繰入金の主な要因は、保険給付費の減額によるもの

であります。 

 ３款国庫支出金１項国庫負担金２,７５５万円、２項国庫補助金は１,１８８万２,０００円、

４款支払基金交付金１項支払基金交付金４,２８４万円、５款県支出金１項県負担金２,２４０万

２,０００円をそれぞれ減額しております。 

 ７款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金は、２,１６２万５,０００円の減額でありま
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す。 

 ８ページ、９ページをお願いいたします。 

 ２項基金繰入金は、介護給付費準備基金繰入金を１,６９０万２,０００円減額しております。 

 次に、歳出について御説明いたします。 

 １０ページ、１１ページをお願いいたします。 

 １款総務費３項介護認定審査会費は２４万５,０００円減額しております。 

 ２款保険給付費１項介護サービス等諸費１目介護サービス給付費は、居宅介護サービス給付費

負担金１億１,９００万円、２項介護予防サービス等諸費は３,９００万円の減額であります。 

 １目介護予防サービス給付費は、居宅介護予防サービス給付費負担金を３,１００万円、２目

特例介護予防サービス給付費は８００万円減額しております。４項高額介護サービス等費は高額

介護サービス費負担金５００万円を追加しております。４款基金積立金は１,００４万４,０００円

を追加しております。 

 以上、議案第２号から議案第６号までの保健部が所管する４つの特別会計の提案理由の説明を

終わります。 

 御審議の上、御承認くださいますようよろしくお願いいたします。 

○議長（堀江 政武君）  中対馬振興部長、多田満國君。 

○中対馬振興部長（多田 満國君）  議案第６号でございます。ただいま一括議題となりました議

案第６号、平成２７年度対馬市旅客定期航路事業特別会計補正予算（第２号）について御説明申

し上げます。 

 今回の補正は、旅客船の運航管理に係る経費の補正が主なものでございます。 

 １ページをお願いいたします。 

 平成２７年度対馬市旅客定期航路事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによ

ることを規定し、歳入歳出予算の補正は、第１条第１項で、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それ

ぞれ４９万９,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７,６１５万

４,０００円とするものでございます。 

 第２項で、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、２ページ及び３ページの「第１表 歳入歳出予算補正」によるとするものでござ

います。 

 第２条で、地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用することがで

きる経費は、４ページ及び５ページの「第２表 繰越明許費」によるとし、渡海船施設係船用浮

桟橋の設置及び撤去費用を繰り越すものでございます。 

 １０ページをお願いいたします。 
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 まず歳入でございますが、１款１項事業収入は、旅客運賃収入増が見込まれることから３７万

２,０００円の追加、４款繰入金１項他会計繰入金の１９万１,０００円は事業運営費の補痾分に

係る一般会計からの繰入金の追加でございます。６款１項繰越金は前年度繰越金の確定による減

額でございます。 

 次に、歳出でございますが、１２ページをお願いいたします。 

 １款総務費１項総務管理費の財源内訳の変更によるもので、２款１項施設費の６９万８,０００円

は、旅客船の燃料費及び船舶保険料の追加、３款１項公債費は、償還金利子の確定に伴い１９万

９,０００円を減額するものでございます。 

 以上、簡単でございますが、説明を終わります。 

 よろしく御審議の上、御決定賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（堀江 政武君）  水道局長、増田敬一君。 

○水道局長（増田 敬一君）  一括して議題となりました議題のうち、議案第７号、議案第８号の

２件は、水道局所管の議案でございますので、提案理由と内容について、続けて御説明いたしま

す。 

 まず、議案第７号、平成２７年度対馬市簡易水道事業特別会計補正予算（第５号）について御

説明いたします。 

 今回の補正は、水道管移設補償工事等の減による水道建設費の減額が主な理由でございます。 

 予算書１ページをお願いいたします。 

 平成２７年度対馬市簡易水道事業特別会計補正予算（第５号）は、次に定めるところによるこ

とを規定し、歳入歳出予算の補正は、第１条第１項で、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ１,５３０万７,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８億１,０５６万

５,０００円とするものであります。 

 第２項で、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、２ページの「第１表 歳入歳出予算補正」によるとし、第２条で、地方自治法第

２１３条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用できる経費は、３ページの「第２表 繰

越明許費」によるとするものであります。 

 それでは、補正の内容について、歳入から御説明いたします。 

 ６ページ、７ページをお願いをいたします。 

 ６款繰入金２項簡易水道繰入金１目簡易水道基金繰入金３０５万７,０００円の減額は、水道

建設費減に伴い繰入金を減額するものであります。８款諸収入１項雑入１目雑入１,２２５万円

の減額は、水道管移設補償費の減によるものであります。 

 続きまして、歳出でございますが、１款１項水道管理費１目一般管理費２１９万３,０００円
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の増額は、消費税納付金追加が主なものであります。２項水道建設費１目水道建設費１,７５０万

円の減額は、水道管移設工事の減によるものであります。 

 続きまして、議案第８号、平成２７年度対馬市水道事業会計補正予算（第４号）について御説

明いたします。 

 補正の主な理由は、建設改良費の増額であります。 

 １ページをお願いいたします。 

 第１条、平成２７年度対馬市水道事業会計補正予算（第４号）は、次のとおり定めるものであ

ります。 

 第２条、平成２７年度対馬市水道事業会計予算第３条に定めた収益的支出の予定額を、１款水

道事業費用を２２万６,０００円増額補正し、３億２,８８８万円とするものであります。 

 第３条、予算第４条本文括弧書、資本的収入額が資本的支出額に対し、不足する額１億

３,２３２万６,０００円は、当年度分消費税資本的収支調整額２,４５０万５,０００円、過年度

分損益勘定留保資金１億７８２万１,０００円で補てんするものに改め、資本的収入の予定額を

第１款資本的収入を４００万円増額し２億５,８１９万円、資本的支出の予定額を第１款資本的

支出を８００万円増額し３億９,０５１万６,０００円とするものであります。 

 それでは、補正の内容について御説明いたします。 

 ４ページ、５ページをお願いをいたします。 

 収益的支出でございますが、１款水道事業費用１項営業費用３目減価償却費の２２万６,０００円

の増額は、固定資産台帳の修正によるものであります。 

 続きまして、資本的収入でございますが、６ページ、７ページをお願いをいたします。 

 １款資本的収入３項負担金１目他会計負担金４００万円の増額は、内院簡易水道基幹改良事業

における建設改良負担金の増であります。 

 次に、資本的支出でございますが、１款資本的支出１項建設改良費３目簡易水道整備工事費

８００万円の増額補正は、データ監視システム整備による内院簡易水道基幹改良事業の増であり

ます。 

 以上で、議案第７号、議案第８号の概要について説明を終わります。 

 よろしく御審議の上、御決定賜りますようお願いいたします。 

○議長（堀江 政武君）  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 まず、保健部関係の議案第２号から第５号までの４件について、質疑はありませんか。１９番、

作元義文君。 

○議員（１９番 作元 義文君）  旅客定期航路事業の分について１点だけ……。済いません。後



- 42 - 

で。 

○議長（堀江 政武君）  質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（堀江 政武君）  質疑なしと認めます。 

 次に、中対馬振興部関係、議案第６号について質疑はありませんか。１９番、作元義文君。 

○議員（１９番 作元 義文君）  どうも失礼いたしました。この旅客定期航路の予算も３３万油

代が上がってますが、どうも聞くところによると、非常に欠航が多いという話をよく聞くんです

ね。これ、船が新しくなってから非常に欠航が多いということなんですが、欠航が多いにもかか

わらず、この油代が多いっちゅうのは、どうもよくわからんとですが。これちょっと苦情があっ

てることから、ちょっと説明して。 

○議長（堀江 政武君）  中対馬振興部長、多田満國君。 

○中対馬振興部長（多田 満國君）  確かに欠航が昨年が８日間、昨年度ですかね。今年度、現在

に至るまでで２７日間ございました。一応、私どもも安全運航という面では、九州運輸局あたり

からの強い指導もあっております。それで、安全管理の規程、あわせて運航基準もそれぞれ定め

て、当時の天候とか当日の天候を見ながら運航しております。確かに、船体が全長がちょっと長

くなっておりますし、御案内のとおりに、観光目的も含めましてデッキの部分が結構高うなって

おります。そういうことで、結構風の抵抗や何かが受けるような関係で、欠航が増えているのは

事実でございます。そこらあたりは、マネジメント、安全運航を基本に考えておりますので、御

理解をいただきたいところもございます。 

 それともう１点の燃油の補正の分でございますけども、平成２５年、２６年ぐらいでは、不定

期の観光の利用がかなり少のうございました。今回はこの３月まで合わせまして、五十数件、平

成２５年が多分私の記憶では、１４件ぐらいだったと思います。それからしますと、２年前から

したら４倍、昨年からしますと２倍まではいきませんけども、そこらあたりの利用とそういうこ

とで９０分、１２０分走らせますので、観光利用の分については１航海当たり、大体、重油で言

いますと、２００リットルぐらい消費があります。そういうことで、不定期の分が増えた分でこ

の油のほうが増えていると。それと、若干やっぱり船のがたいも以前の分と比べて大きくなって

おりますので、ちょっとその分要ってるのかなというようなのがありますけども、１年間の経過

を見て、そこらあたりも検証していきたいなと考えております。御理解賜りますようお願いしま

す。 

○議長（堀江 政武君）  １９番、作元義文君。 

○議員（１９番 作元 義文君）  油の分については、そういった事情であれば理解をするわけで

すけども、非常に欠航が多い、この船を使って対馬病院に通院してある方、こういった方々が非
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常に困ってあるんですね。船が出らんときには、ほかのバスかタクシーか自家用車か、そういっ

たものを借り上げて病院に行ってあるわけですよ。私も船は乗るんですけど、余りにも欠航が多

いなと。これくらいの天気やったら走れるがなというときもありますけども、それは船長の判断

ですから、それは言いませんけれども、もちろん天気予報見て走るんでしょうけども、現地に近

い船長じゃないですからね。対馬の西側からその船長になってる方はおらんですよね。今はね。

だから、波のぐあいとか一回朝早くでも起きて、出航前に波が見えるところありますので、そう

いったところに来て、きょうはどうかな、走れるかなというような状況を確認をして、欠航する

ならする、走るなら走るということをある程度決めてほしいなと思うんですよ。だから、水崎と

かそういったとこの人は漁師上がりが多いから、今まで船が走ってた、今度は走らんなというよ

うなことが多く苦情があるんですよ。だから、その辺もよく乗組員の人と相談をして、これから

の方法を決めてほしいと思います。これは、要望しておきますので。 

 以上です。 

○議長（堀江 政武君）  ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（堀江 政武君）  次に、水道局関係、議案第７号及び第８号の２件について、質疑はあり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（堀江 政武君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま一括議題としております７件については、委員会への付託を省略した

いと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（堀江 政武君）  異議なしと認めます。７件につきましては、委員会への付託を省略する

ことに決定しました。 

 これから各案ごとに討論、採決を行います。 

 まず、議案第２号、平成２７年度対馬市診療所特別会計補正予算（第３号）について、討論は

ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（堀江 政武君）  討論なしと認め、採決します。本件は原案のとおり決定することに御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（堀江 政武君）  異議なしと認めます。本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第３号、平成２７年度対馬市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について、
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討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（堀江 政武君）  討論なしと認め、採決します。本件は原案のとおり決定することに御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（堀江 政武君）  異議なしと認めます。本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第４号、平成２７年度対馬市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について、

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（堀江 政武君）  討論なしと認め、採決します。本件は原案のとおり決定することに御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（堀江 政武君）  異議なしと認めます。本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第５号、平成２７年度対馬市介護保険特別会計補正予算（第２号）について、討論

はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（堀江 政武君）  討論なしと認め、採決します。本件は原案のとおり決定することに御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（堀江 政武君）  異議なしと認めます。本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第６号、平成２７年度対馬市旅客定期航路事業特別会計補正予算（第２号）につい

て、討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（堀江 政武君）  討論なしと認め、採決します。本件は原案のとおり決定することに御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（堀江 政武君）  異議なしと認めます。本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第７号、平成２７年度対馬市簡易水道事業特別会計補正予算（第５号）について、

討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（堀江 政武君）  討論なしと認め、採決します。本件は原案のとおり決定することに御異

議ありませんか。 



- 45 - 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（堀江 政武君）  異議なしと認めます。本件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第８号、平成２７年度対馬市水道事業会計補正予算（第４号）について、討論はあ

りませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（堀江 政武君）  討論なしと認め、採決します。本件は原案のとおり決定することに御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（堀江 政武君）  異議なしと認めます。本件は原案のとおり可決されました。 

 暫時休憩します。再開は２時半からとします。 

午後２時12分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後２時30分再開 

○議長（堀江 政武君）  再開します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第２５．議案第９号 

 日程第２５、議案第９号、平成２８年度対馬市一般会計予算を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。総務部長、桐谷雅宣君。 

○総務部長（桐谷 雅宣君）  ただいま議題となりました議案第９号、平成２８年度対馬市一般会

計予算について、提案理由とその内容を御説明いたします。 

 予算の説明に先立ちまして、予算書とあわせて別途お配りをいたしております当初予算資料、

この薄い分でございますけども、をご覧ください。一般会計をはじめ、対馬市の各会計の当初予

算の概要を記載をいたしております。 

 １ページの当初予算比較表に、対馬市各会計の平成２８年度当初予算額、前年度当初予算額及

び前年度との比較並びに増減率をそれぞれ記載をいたしております。２ページに特別会計繰出金、

３ページに一般会計の歳入内訳比較表、４ページに歳出目的別内訳比較表、５ページに歳出性質

別内訳比較表をそれぞれ記載をいたしております。御参照をよろしくお願いいたします。 

 それでは、予算書のほうをお願いいたします。 

 まず、予算書１ページをお願いいたします。 

 平成２８年度対馬市の一般会計予算は、次に定めるところによることを規定をし、第１条第

１項で、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２８６億４,５００万円と定め、第２項で、

歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、２ページから６ページにかけての「第
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１表 歳入歳出予算」によるとするものでございます。 

 第２条で、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことのできる地方債の起債の目的、

限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、８ページから９ページにかけての「第２表 地方

債」によることを定めております。 

 第３条で、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの限度額は

８０億円と定め、第４条で、地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により、歳出予算の各

項の経費の金額を流用することができる場合を定めております。 

 ２ページをお願いいたします。 

 第１表歳入歳出予算についてでございますが、歳入及び歳出の款項の区分の金額につきまして

は、２ページから６ページの「第１表 歳入歳出予算」の表のとおりでございます。 

 ８ページをお願いいたします。 

 第２表地方債につきましては、公共事業等債から臨時財政対策債までそれぞれ限度額を定め、

限度額合計を２６億６,０２０万円といたしております。 

 それでは、予算書の１０ページから記載をいたします歳入歳出予算事項別明細書により、主な

ものを御説明をいたします。 

 本年度の予算の状況は、合計欄に記載いたしますとおり、２８６億４,５００万円で、対前年

度比２０億２,８００万円、率にいたしまして６.６％の減でございます。 

 これは、この３月末が市長の改選期に当たることから、骨格予算の考えを基本とし、予算編成

を行ったことに加えまして、中対馬病院の廃止に伴い、長崎県病院企業団負担金が減少、また比

田勝港国際ターミナル建設事業、しま共通地域通貨発行事業などの大型事業の終了によることが

大きな要因でございます。 

 まず、歳入でございますが、１款市税につきましては、２７億９,３５６万８,０００円、前年

度比較９,５１４万９,０００円の増でございまして、主な要因といたしましては、市民税及び固

定資産税の増見込みによるものでございます。 

 ２款地方譲与税から９款地方特例交付金及び１１款交通安全対策特別交付金は、平成２７年度

の交付実績等をもとに計上いたしております。 

 １０款地方交付税は、国の地方財政計画におきましては全体枠で０.３％の減でございますが、

配分方法等が不透明なことを考慮いたしまして、平成２７年度の交付実績等の約８７％、前年度

比較９億３,７４０万２,０００円の減となります１３４億８,５０４万８,０００円を計上いたし

ております。 

 内訳につきましては、普通交付税を、対前年度９億１,７４０万２,０００円の減でございます

１２６億４,５０４万８,０００円、特別交付税は、対前年度２,０００万円の減でございます
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８億４,０００万円をそれぞれ計上いたしております。 

 １２款分担金及び負担金は、養護老人ホーム入所負担金、保育所入所負担金など１億５,１８８万

６,０００円を計上いたしております。 

 １３款使用料及び手数料でございますが、各種公共施設の使用料、戸籍及び塵芥収集手数料な

ど３億５,９０２万４,０００円を計上していたしております。 

 １４款国庫支出金でございますが、３９億５,０６９万２,０００円の計上につきましては、生

活保護費負担金、漁港整備事業補助金や社会資本整備総合交付金などでございます。 

 １５款県支出金２８億５,７０７万４,０００円の計上につきましては、保険基盤安定負担金、

地籍調査事業補助金、漁港整備事業補助金、離島漁業再生支援交付金などでございます。 

 １６款財産収入８,１６４万円の計上につきましては、土地建物の貸付収入などでございます。 

 １８款繰入金１２億４,８１２万７,０００円の計上につきましての主なものは、財政調整基金、

減債基金、合併振興基金などからの繰り入れでございます。 

 ２１款市債につきましては、漁港整備や市道改良などの事業に充当するため、過疎対策事業債、

臨時財政対策債など２６億６,０２０万円を計上していたしております。 

 次に、歳出でございますが、１２ページをお願いいたします。 

 １款議会費でございますが、議会活動費など１億９,１０８万４,０００円の計上でございます

が、前年度と比較いたしまして、議員共済会負担金の見直しなどにより、１,３４２万８,０００円

の減となってございます。 

 ２款総務費３１億２,４００万１,０００円の計上につきましては、前年度と比較し３億

１,５７８万２,０００円の減でございます。減の主なものといたしましては、航空運賃低廉化対

策事業負担金、地域経済循環創造補助金、国勢調査の経費などでございます。 

 ３款民生費６５億６,７７４万３,０００円の計上でございますが、前年度と比較しますと

３,９３７万７,０００円の減でございます。減の主なものといたしましては、子育て世帯臨時特

例給付金、国民健康保険特別会計への繰出金などでございます。 

 ４款衛生費３６億７,８４０万３,０００円の計上でございますが、前年度と比較しまして２億

２,４９３万７,０００円の減でございます。その主なものは、長崎県病院企業団への負担金でご

ざいます。 

 ６款農林水産業費３７億５,３９１万３,０００円の計上につきましては、前年度と比較しまし

て４億３,７１７万５,０００円の減でございますが、その主なものといたしましては、燃油高騰

対策事業補助金、漁場整備事業などの事業費の減によるものでございます。 

 ７款商工費６億５１３万２,０００円の計上でございますが、前年度と比較いたしまして１億

８,２３１万１,０００円の減でございます。その主なものといたしましては、しま共通地域通貨
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発行事業委託料、観光案内板等整備事業などでございます。 

 ８款土木費２３億４,６２０万３,０００円の計上でございますが、前年度と比較いたしまして

３億７,１６５万５,０００円の減でございます。その主な要因は、市道改良事業などの事業費の

減、また比田勝港国際ターミナル建設事業の終了などによるものでございます。 

 ９款消防費９億４,０８４万５,０００円の計上でございますが、前年度と比較いたしますと

５,５７０万２,０００円の減でございます。その主なものは、消防庁舎改修事業、耐震性貯水槽

建設事業などでございます。 

 １０款教育費２１億８,２６７万５,０００円の計上でございますが、前年度と比較いたします

と９４３万４,０００円の増でございます。増の主なものは、博物館建設事業に伴うものでござ

います。 

 １２款公債費５２億７３７万９,０００円の計上でございますが、前年度と比較いたしますと

３億９,３９４万７,０００円の減でございます。 

 １３款諸支出金につきましては、旅客定期航路事業特別会計繰出金といたしまして、７６２万

２,０００円、１４款予備費では４,０００万円の計上をいたしております。 

 なお、予算書の１８４ページから１９１ページにかけましては、特別職及び一般職の給与明細、

また１９２ページから１９３ページにかけましては、継続費に関する調書、１９４ページから

１９９ページにかけましては、債務負担行為に関する調書、２００ページから２０１ページに地

方債に関する調書をぞれぞれ掲載をいたしております。御参照方よろしくお願いいたします。 

 なお、別途お配りをいたしております当初予算参考資料に、各事業の概要等につきましてはそ

れぞれお示しをいたしております。よろしく御参照くださるようお願いいたします。 

 以上、簡単ではございますが、平成２８年度対馬市一般会計予算の説明を終わります。御審議

の上、御決定くださいますようよろしくお願いいたします。 

○議長（堀江 政武君）  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（堀江 政武君）  質疑なしと認め、これで質疑を終わります。 

 お諮りします。本件は、議長を除く全議員を委員とする予算審査特別委員会を設置し、これに

付託して審査することにしたいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（堀江 政武君）  異議なしと認めます。本件は、議長を除く全議員を委員とする予算審査

特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定しました。 

 正副委員長互選のため、予算審査特別委員会を議員控室に招集します。 
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 暫時休憩します。 

午後２時45分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後２時57分再開 

○議長（堀江 政武君）  ３分早いが、いいですかね。再開します。 

 報告します。予算審査特別委員会の委員長に小島德重君、副委員長に長信義君が決定しました。 

 なお、審査報告は３月１８日に行います。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（堀江 政武君）  以上で、本日の議事日程は全て終了しました。あすは定刻より本会議を

開き、議案説明等を行います。 

 本日はこれで散会とします。 

 お疲れさまでした。 

午後２時58分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 

 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /00
    /GC-Special-Character
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<


    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>



    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 6.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>


    /SKY <>

    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>

    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


